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中央公民館大規模改修工事

ブレ ース JI S A 5540

室名

積載荷重 （ N/㎡）

床 小梁 地震主架構 備 考

支持材、 小梁等

構造設計標準仕様
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1.  建 築 物 の 構 造 内 容

3. 地  盤

4. 地 業 工 事

4-3 特 殊 基 礎

※ 　 地 盤 の 許 容 応 力 度 及 び 基 礎 杭 の 許 容 支 持 力 の 算 定 は 、 平 成 １ ３ 年 ７ 月 ２ 日 国 土 交 通 省 告 示 第 １ １ １ ３ 号 に よ る 。

7. 設 備 関 係

8. そ の 他

備考

6. 鉄骨工事

5. 鉄筋コ ンク リ -ト 工事

外し た後に取り 外す。

( d)

( c)

支柱の盛替えは、 行わない。 床版下及び床下のせき 板は、 原則と し て支柱を取り

なお、 圧縮強度によ り 定める 場合は、 コ ンク リ -ト の試験結果及び安全を確認する

ま た、 寒冷のため強度の発現が遅れる と 思われる 場合は、 圧縮強度によ り 定める 。

施工荷重が著し く 大き い場合の支柱等は、 必要に応じ て存置期間を延長する 。

片持梁、 ひさ し 、 長大ス パンの梁、 大形床版等の型 枠を支持する 支柱、 ある いは

ための資料・ 計算書を監督職員に提出し て承諾を受ける 。

支 柱 の 最 小 存 置 期 間

2

( a)

( b)

型 枠の取り 外し は、 型 枠の最小存置期間以後に行う 。

型 枠の最小存置期間は、 上表によ り 、 コ ンク リ -ト の材齢又はコ ンク リ -ト の圧縮

強度によ り 定める 。

せき 板の最小存置期間

引 張 試 験 :

る よ う 無作為に抜き 取る 。

コ ンク リ -ト 及び鉄筋の試験は、 公的機関ま たは準公的機関にて行い、 工事監督職員の

尚、 超音波探傷試験を採用する 場合は、 工事監督員の承諾を受ける こ と 。

承諾を受ける こ と 。

D19 未満は、 すべて重ね継手と する 。 継手(  D19 以上 ) をガス 圧接と する 場合は、 JI S

ガス圧接部の抜き 取り 検査は、 （ 原則的に引張試験と する 。 ）

超音波探傷試験 : 1ロ ッ ト に対し  30 カ所と し 、 ロ ッ ト から 均等な機会と な

施工計画書工作図製作要領書

建方検査

特殊ボルト

鉄筋材料証明書 工作図

圧縮強度試験報告書 鉄筋材料試験報告書

検査を必要と する も の

ガス 圧接部超音波探傷試験報告書

塩化物測定報告書

施工計画書調合計画

承諾を必要と する も の

ガス圧接部外観検査 配筋検査ガス 圧接試験報告書

鉄筋引張試験報告書

製作工場

新鉄骨制作工場認定制度によ る 認定工場　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 グレ ード ）

旧建設省告示第　 １ １ ０ ３ 　 号によ る 認定工場　 （ 大臣認定　 ■Ｍグレ －ド 以上　 ）

日本建築学会「 JASS6」 「 鉄骨精度検査基準」 「 鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「 建築鉄骨工事施工指針」 「 デッ キプレ -ト 床構造設計・ 施工規準」

社内検査表

鋼材 高力ボルト

材料規格証明書または成績証明書

引張耐力試験( 摩擦面をリ ン酸処理し た場合)

製品検査現寸検査 組立・ 開先検査

WES 8103 資格によ る 溶接技量証明書

鉄骨製作管理技術者資格証明書

(    印以外の項目の検査結果については、 工事監督職員に報告する こ と )

抜取率 AOQL-検査水準

-

-

100% 30%

4. 0%-第6水準

-

4. 0%-第6水準

-

-

-

すみ肉溶接部

マク ロ 試験・ その他

外観( 目視) 検査

社内検査方法

100%

100%

突合せ溶接部 外観( 目視) 検査

第三者

鉄骨溶接標準図によ る 。

検査箇所

超音波探傷試験

下記検査は、 部位別に実施する こ と 。

部材が十分密着する よ う に注意し て行う 。 ま た、 締め付けは、 原則と し て2度締めと する 。

高力ボルト の締め付けに使用する 機器はよ く 調整さ れたも のを使用し 、 締め付けの順序は

高力ボルト は「 JI S形高力ボルト ( 2種: F10T) 」 又は、 「 ト ルシア型 高力ボルト

( 2種: S10T) 」 を標準と する 。 摩擦面の処理は、 黒皮などを座金外径2倍以上の範囲

でショ ッ ト ブラ スト 、 グラ イ ンダ-掛け等を用いて除去し た後、 屋外に自然放置し て発生

し た赤錆状態である こ と 。 ただし 、 ショ ッ ト ブラ ス ト 等によ る 処理表面のあら さ が 50S 

以上である 場合は、 赤錆は発生し ないま までよ い。

第三者検査機関名

原則と する 。

超音波探傷試験の第三者検査機関は( 社) 日本溶接協会( CI W) 認定業者によ る こ と を

第三者検査機関と は、 建築主、 工事監督職員または工事施工者が、 受入れ検査を

代行さ せる ために自ら 契約し た検査会社をいう 。

現場溶接部については原則と し て第三者によ る 全数検査を行う 。

見え掛かり

上記以外

施工箇所 素地調整

2種

2種

錆止めペイ ント

無

有

仕上塗装

JI S K 5625

JI S K 5625

締め付け後の検査は、 各締め付け工法別に適切な締め付けが行われている かを検査する 。

と する 設計仕様になっている 部分は、 塗装し ない。

コ ンク リ -ト に埋め込まれる 部分、 及びコ ンク リ -ト と の接触面で、 コ ンク リ -ト と 一体

の範囲、 及び超音波探傷に支障を及ぼす範囲、 と する 。

防錆塗装し ない部分は、 高力ボルト 接合の摩擦面、 現場溶接を行う 部分の両側 100mm以内

溶融亜鉛メ ッ キの素地ごし ら えはJI S H9124( 溶融亜鉛メ ッ キ作業指針) によ る 。

耐火被覆を行う 部分も 防錆塗装を見込むこ と 。

1) 1種: ブラ ス ト 法、 酸洗い法 2種: 動力工法を主と し 、 手工具を併用する 方法。

防錆塗装は、 ２ 回塗り 70μmを原則と する 。

諸官庁への届出書類は遅滞なく 提出する 。

5cm以上と する 。

床ス ラ ブ内に設備配管等を埋め込む場合はス ラ ブ厚さ の1/ 3以下と し 管の間隔を

特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けない。 設ける 場合は設計者の承諾を得る こ と 。

ベタ  基礎 独立基礎 無)試験堀(

別図にて示す。  ( 基礎、 杭の位置、 孔内水位)

近隣デ-タ  の調査についてのコ メ ント

地盤調査及び試験杭の結果によ り 、 杭長・ 杭種・ 基礎の深さ 、 形状を変更する 場合

も ある 。 但し 、 杭・ 基礎の1m増減は見積り 変更の対象と はし ない。

平板載荷試験物理探査

静的貫入試験ボ-リ ング調査

無( 調査予定

近隣)有( 敷地内 ボ-リ ング調査 平板載荷試験

○無)

孔内水平載荷調査

有: 本工事に ●含む、  ○含まない :

土質試験

一般デッ キプレ -ト

特殊柱脚

( 厚   mm)

( 厚   mm) 無有

無有

無有

無有

無有

ファ ブデッ キ ( 厚   mm)

ハイ タ フデッ キ

フェ ロ ーデッ キ

項    目 メ -カ-仕様書 備  考

合成スラ ブ用デッ キプレ-ト

( 建設大臣構造認定、 耐火指定製品)

無有

高力ボルト

普通ボルト
六角ボルト ( SS400)

メ ッ キボルト ( F8T)

S10T.

アンカ-ボルト
SS400

F10T.

新築 増築 増改築 別棟増築

鉄骨造( S)鉄筋コ ンク リ -ト 造( RC) 鉄骨鉄筋コ ンク リ ート 造( SRC)

計画供用期間 一般 標準 長期

200厚 さ  100 120 150

種 別 A種 B種 C種

使用箇所

溶接金網

異型 鉄筋

種  類 径

重ね継手

継手工法

D16以下

特殊継手

SD345

鋼  材

種  類 使用箇所 現場溶接 備  考

1-2 階  数

1-3 構造種別

1-2 工事種別

1-1 工事名称

2-2 コ ンク リ -ト ブロ ッ ク

2-3 鉄 筋

2-4 鉄 骨

4-1 直接基礎

3-1 地盤調査資料

3-4 ボ-リ ング標準貫入値、 土質構成

3-2 地盤調査計画

3-3 見積り 条件

2-6 その他

2-5 ボ ル ト  等
5-1 コ ンク リ -ト

5-2 鉄  筋

5-3 型   枠

6-7 耐火被覆の材料( 意匠図の特記によ る )

6-6 防錆塗装

6-4 接合部の溶接は下記によ る こ と 。

6-5 接合部の検査

6-3 工事監督職員が行う 検査項目

6-2 工事監督職員の承諾を必要と する も の

6-1 鉄骨工事は指示のない限り 下記によ る 。

5-4 承 諾・ 検 査

※　 （ 官公庁） 工事にあたっては、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書

　 　 （ 建築工事編） 記載事項を優先する 。

適用は　 印を記入する

SN490 ABR400 ABR490

建築場所

有

について、 構造計算によ り 安全で

り 、 かつ、 施工中の荷重及び外力

圧縮強度が設計基準強度以上であ

ある こ と が確認さ れる ま で。安全である こ と が確認さ れる ま で。

荷重及び外力について、 構造計算によ り

12N/mm 以上であり 、 かつ、 施工中の

圧縮強度が設計基準強度の85%以上又は 

左記のすべてのセメ ン ト
高炉セメ ント

B種混合セメ ン ト
 ンド セメ ン ト 、

普通ポルト ラ

のA種
ン ド セメ ン ト

早強ポルト ラ

施工箇所

種類
セメ ン ト の

圧縮強度

によ る 場合

コ ン ク リ -ト の

梁  下ス  ラ  ブ 下

コ ン ク リ -ト の 圧 縮 強 度 に よ る 場 合

セメ ン ト
の種類 早強ポルト ラ ン ド

セメ ン ト 混合セメ ン ト のA種
セメ ン ト

普通ポルト ラ ン ド
高炉セメ ン ト B種

基礎、 梁側、 柱、 壁施工箇所

存置
期間中

の平均気温

コ ン ク リ -ト の材齢

によ る 場合( 日)

圧縮強度が 5N/mm 以上と なる ま で。

存置
期間中

の平均
気温

コ ン ク リ -ト の

材齢によ る 場合

( 日)

5℃以上

0℃以上

15℃以上

15 ℃ 以 上

5  ℃ 以 上

0  ℃ 以 上

2

3

5 8

5

3 5

7

10

2828

17

25

2815

12

8

2.  使 用 構 造 材 料

設 計 基 準 強 度 (  Fc =N/mm )適用箇所 種 類 ス ラ ンプ cm 備 考

2-1 コ ンク リ -ト

　 品質基準強度 Fq は、 設計基準強度 Fc も し く は耐久設計基準強度 Fd のう ち

　 大き い値と し 、 構造体強度補正値 mSn は、 JASS5（ 2009年版） の5. 2. Cによ る 。

支持地盤、 地層、 深さ 、 についてのコ メ ント

頭付き ス タ ッ ド

構 造 設 計 標 準 仕 様 備  考

ダブル ナッ ト

建設大臣認定品

種   類

布基礎

ガス 圧接継手

重ね継手

D19以上

スタ ッ ド

孔内水平載荷調査

設備機器の架台及び基礎については工事監督職員の承諾を得る こ と 。

ラ ッ プ ル コ ン ク リ ー ト

SD295

無有

有 無

無有

有 無

無有

有 無

無有

有 無

無有

有 無

無有

有 無

無有SS400

SN400A

SN490B

BCR295

SN490C

BCP235

BCP325

SSC400

STK400

STKR400

SN490C

SM490A

SNR400B

試験片の採取は、 1ロ ッ ト に対し  3 本と する 。

種は60%以下と する 。

上、 水セメ ント 比はポルト ラ ンド セメ ント ・ 高炉セメ ント A種は65%以下、 高炉セメ ント B

比50％以下、 ｽﾗﾝﾌ゚ は12cm以下と する 。 ( 本項は塗り 床等の直仕上げの場合に適用。 ）

ンク リ ート の最振動可能時間以内と する 。

コ ンク リ -ト に含まれる 塩化物量は、 原則と し て塩素イ オン量で0. 3kg/m 以下と する 。

製造・ 運 搬・ 打込み・ 養生・ 試験など必要事項について工事監督職員の承諾を得る こ と 。

フレッ シュ コ ンク リ -ト の塩化物量試験は、 ( 財) 国土開発技術研究センタ  -の技術評価

を受けた塩化物量測定器によ り 、 試験値は同一試料における 3回の測定の平均値と する 。

コ ンク リ ート の種類が異なる ごと に1日1回以上、 かつ、  150m ごと 及びその端数につ

き 1回以上。 ただし 、 最初の測定は、 打ち込み当初と する 。

コ ンク リ -ト 強度試験は、 普通コ ンク リ ート の場合コ ンク リ ート の種類が異なる ごと に1

日1回以上、 かつ、 150 m ごと 及び端数につき 1回以上と し 、 1回の試験の供試体の数

は、 材齢7日用、 材齢28日用、 型 枠取外し 時期決定用その他必要に応じ てそれぞれ3個

と する 。 供試体の養生方法及び養生温度は、 JI S A1132 に準ずる 養生の場合は、 養生温度

を( 20 ± 3) ℃と する 。 ただし 、 寒中コ ンク リ ート の場合は、 ( 20 ± 2) ℃と する 。 現

場における 養生は水中養生と し 、 養生温度をでき る だけ建物等に近い条件になる よ う にする 。

コ ンク リ -ト 打ち込みは、 その占める 位置にでき る だけ近づけて打ち込む。 コ ンク リ -ト

の自由落下高さ は及び水平流動距離は、 コ ンク リ -ト が分離し ない範囲と する 。 コ ンク リ

ート 練混ぜから 打ち込み終了ま での時間は、 外気温が 25℃未満の場合は 120分、 25℃以

上の場合は 90分以内と し 、 打ち込み継続中における 打継ぎ時間は、 先に打ち込ま れたコ

アルカリ 骨材反応対策と し ては、 無害と 判定さ れる 骨材を使用する か、 アルカリ 総量をコ

ンク リ ート 1m 当たり NaO換算で3. 0kg/m 以下と する 。

コ ンク リ -ト はレ ディ ーミ ク スト コ ンク リ ート と し 、 JI S 表示許可工場で製造さ れたも の

セメ ント は、 特記がなければ普通ポルト ラ ンド セメ ント 又は、 混合セメ ント のA種のいず

れかと する 。

計画調合は、 原則と し て試練り によ って定める 。 ただし 、 当該工場で相応の実績がある 規

寒中、 暑中、 その他特殊コ ンク リ -ト の適用を受ける 期間に当たる 場合は、 材料・ 調合

材料 合板厚 12mmを標準と する

型 枠存置期間

※ 官公庁工事に於いて、 打ち継ぎ時間間隔は協議する こ と 。

る 材料・ 調合設計の基礎と なる 資料及び計算書等を含む。

格品コ ンク リ ート の場合には、 試練り を省略する 事ができ る 。 計画調合書には製造に用い

ト ルシア型

型枠用デッ キ

地 盤 改 良 ； 深 層 混 合 処 理 工 法 　 （ S-12　 特 記 仕 様 書 参 照  ）

地 盤 補 強 工 法 （ 着 工 後 に 、 長 期 地 耐 力 を 確 認 し 、 想 定 以 下 の 場 合 は 地 盤 補 強 を 行 う こ と ）無有SNR490

φ6 合成スラ ブ

原則と し て、 CI W認定検査会社

各試験の供試体は公的機関にて試験を行い工事監督職員に報告する こ と 。

屋根ふき 材の緊結方法は、 昭和46年建告示第109号に適合する こ と 。

高力ボルト すべり 係数検査

1-6 その他

1-5 特別な荷重

1-4 増築計画

1-3 屋上付属物

有(                )

高 架 水 槽 (      kN)

エレ ベ-タ  -（ 　 人乗り ×　 基）

キ ュ -ビ ク ル 空 調 屋 外 機 そ の 他 （ 　 　 　 ）

ロ -プ式

無

油圧式

杭  種 材  料 施  工  法

杭長( m) 本数杭の先端の深さ ( m) 特記事項設計支持力( kN)

a)  地中障害物によ る 場合； 施主負担

b)  施工者の不注意によ る 場合； 施工者負担

杭仕様 杭施工結果報告書 載荷試験施工計画書承諾

試験杭( 有 無) ( 打ち込み 載荷 立ち会い試験堀 ) 本２

4-2 杭基礎・ 支持層

杭径( mm)

PHC（ 85N)

PHC（ 105N)

PHC（ 123N)

SC

CPRC

JP-NPH

CPRC（ 105N）

JP-NPH（ 105N）

埋め込み( セメ ント ミ ルク 工法)

打ち込み( プレ ボ-リ ング)

Smart-MAGNUM工法（ 標準）

大臣認定

大臣認定

TACP-0625・ 0626・ 0627

令和  3年  1月  6日

鋼管

H鋼

A種(

A種(

A種(

( SKK490 )

Ⅰ

Ⅰ(

(

A種(

A種(

SS400(

(

SS400(

STK400

B種

B種

B種

Ⅱ

Ⅱ

B種

B種

Ⅲ ）

Ⅲ ）

C種)

C種)

C種)

C種)

C種)

STK490　 ) TGパイ ル工法

令和 5年 10月 13日

TACP-0670、 0671

Hi FB工法

TACP-0257・ 0258・ 0493

平成 19年 10月 5日

大臣認定

支持層-埋土（ 砂岩や頁岩の風化土砂を主体と し 、 概ね” 玉石混り 粘土質砂礫状” を呈する ）

鉄筋は J I S G3112 の規格品を標準と する 。

Z3881 によ る 技量を有する 圧接技量資格者と する 。

※ 杭コ ンク リ -ト については、 4. 地業工事によ る 。

・ 調合管理強度 Fm = Fq + mSn と する 。

土に接する ｽﾗﾌ゙ やﾃ゙ ｯｷﾌﾟ ﾚー ﾄを使用し たｽﾗﾌ゙ に関し ては、 単位水量170kg/ m 以下、 水ｾﾒﾝﾄ

構造体に使用する コ ンク リ -ト は、 単位水量185kg/ m 以下、 単位セメ ント 量は270kg/ m 以

と し 、 施工に関し ては JASS5（ 2009年版）  によ る 。

杭 の 偏 心 は 100以 内 の ズ レ を 想 定 し て 設 計 し て お り 、 そ れ を 越 え る ズ レ が 生 じ た 場 合 に は 別 途 精 算 す る 。

深さ  GL-1. 50m 、  長期許容支持力= 80kN/㎡

地震力算定用係数 (  Rt=1. 0 , Z=0. 8 , Co=0. 2 , I =1. 00 ) 　 　 設計ルート

積雪荷重(  L・ S ) (   20 N/㎡・ cm x    cm × 1. 000 =     N/㎡ : 低減  無、 有 )

R階の屋根　 積雪荷重(  L・ S ) (   20 N/㎡・ cm x    cm × 1. 000 =     N/㎡ : 低減  無、 有 )

地下  0 階 　 :  地上 ４  階　  :  塔屋  0 階

母屋

●特記なき 壁下地、 Ｅ Ｖ ・ 階段関係の鉄骨は意匠図を参照する こ と 。

●鋼材（ メ イ ンフレーム、 小梁、 間柱、 耐風梁など） は、 JI S規格品を使用のこ と 。

　 JI S規格品は、 高炉材・ 電炉材の製鋼法がある が、 電炉材の使用は係員の承諾を得る こ と 。

照　 査

図　 　 名

工事名称

縮　 　 尺

・  構 設・  ・  

日　 　 　 　 付

意

製　 図図　 面　 番　 号

電

担　 当部　 長

１ 級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所

NON

S 01

１ 級建築士登録大臣第350116号

令和8年　 月　 日

野田　 康広

中央公民館大規模改修工事
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裏は つり 側に する
開先面

ｔ
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ｒ 1 0

ｒ 3 5

（ 注） 　 ｆ ： 余盛り ， Ｇ ： ルート 間隔， Ｒ ： フ ェ ース ， Ｓ ： サイ ズ ， Ｓ ・ Ｓ ： 補強すみ肉のサイ ズ１ ２

す み 肉 溶 接

突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ １）

突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ ２）

突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ ３） 突 合 せ 溶 接 　 　 Ｔ 形 継 手（ １） （ １）

突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ ６） 突 合 せ 溶 接 　 　 Ｔ 形 継 手（ ４）

突 合 せ 溶 接 　 　 Ｔ 形 継 手（ ３）突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ ５）

突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ ４） 突 合 せ 溶 接 　 　 Ｔ 形 継 手（ ２） フ レ ア ー 溶 接（ ２）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

フ レ ア ー 溶 接
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・ フ レ ア ー溶 接長は 、 鋼板に 接する 全長と する
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・ 径の 異な る 寸法差は ≦　 　 と す る

・ 余盛は 　 　 　 未満と する

・ 片面フ レ ア ー溶接（ Ｖ 形） の 場 合も こ れ に 準ずる
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ヘ　 溶接棒乾燥器

ト 　 溶接電流を 測定する 電流計

ハ　 セ ルフ シ ール ド ア ーク 半自動溶接機　 　 　 Ａ

ニ 　 サ ブ マ ージ ア ーク 溶接機一式　 　 　 　 Ａ

５００

１，０００

８００６００

イ 　 交流ア ーク 溶接機　 　 　 Ａ ～　 　 Ａ５００３００（ ）

（ ）ロ 　 ガ ス シ ールド ア ーク 半自動溶接機　 　 　 Ａ５００

　 ア ーク 手溶接　 　 　 　 　 　 　 （ ＭＣ ）

　 溶接技術試験に 合格し 、 引継ぎ 半年以上溶接に 従事し て い る も の と する 。

　 溶接工は 溶接に 適応する 　 　 　 　 　 　 （ 手溶接） 又は 　 　 　 　 　 　 （ 半自動溶接） のＪ Ｉ Ｓ　 Ｚ ３ ８ ４ １Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｚ ３ ８ ０ １

４

ｆ ： ③に準ず

ｆ ： ③に準ず

ｆ ： ③に準ず

ｆ ・ ｆ ： ③に 準ず２

４

　 　 ≦ｆ ≦３０ ．５

０ ．４０ ≦ｆ ≦　 　 Ｓ 　 かつ４ ｍｍ

B S

　 ガ ス シ ールド ア ーク 溶接　 　 （ Ｇ Ｃ ）

　 セ ルフ シ ールド ア ーク 溶接　 （ Ｓ Ｇ Ｃ ） 　 サブ マ ージ ア ーク 溶接　 　 　 （ Ｓ Ａ Ｃ ）

　 ア ーク エ ヤ ーガ ウ ジ ン グ 　 　 （ Ａ Ａ Ｇ ）

（ ）イ 　 エ ン ド タ ブ

（ ）

下向　 Ｆ 立向　 Ｖ 横向　 Ｈ 上向　 Ｏ

良仮付不良良仮付不良

（ ）イ 　 仮付位置

　 Ⅱ） エ ン ド タ ブ の材質は 、 母材と 同質と する

　 　 　 母材よ り 　 　 　 程度残し 切断し て 、 グ ラ イ ン ダ ー仕上げ と する

　 　 　 Ｎ Ｇ Ｃ 、 Ｇ Ｃ ： 　 　 　 以上と し 特記の な い 場合は 、 溶接終了後、

　 Ⅲ） エ ン ド タ ブ の長さ は 、 ＭＣ ： 　 　 　 以上３５

ｍｍ４０

ｍｍ１０

（ ）

エ ン ド タ ブ

ｍｍ

　 組立て 溶接は 溶接の 始、 終端、 隅角部な ど 強度上、 工作上、 問題と な り 易い箇所は 避け る 。

ロ 　 突合せ溶接部の組立て 溶接は 必ず裏は つり 側に 施工する

（ ）

□　 ノ ン ス カ ラ ッ プ工法　

ハ　 ス カ ラ ッ プ

　 Ⅰ） 突合せ溶接、 部分溶込み溶接の 両端部に母材と 同厚で 同開先形状の エ ン ド タ ブ を 取り 付け る

ロ 　 裏あ て 金

Ⅰ） 材質は　 　 　 　 規格品と するＳＳ４ ０ ０

Ⅱ） ス カ ラ ッ プ を 設け る 場合は、 通し 形の 裏当て 金と する

Ⅲ） ス カ ラ ッ プ を 設け な い 場合は 、 フ ィ レ ッ ト の コ ーナー部の 形状に 合わせた 分割形の 裏当て 金と する

（ ）ニ 　 裏は つり

ホ 　 現場溶接の 開先面に は 、 溶接に支障の な い防錆材を 塗布する 。 又、 開先部を（ ）

　 　 励行し 、 部材に確認マ ーク を つけ る

　 　 規準図の溶接におい て Ａ Ａ Ｇ と 記載の あ る 部分は全て 、 溶接監理者の 確認を

ス カ ラ ッ プ 形状は 、 右図によ る

但し 、 梁成がＤ ＝１ ５ ０ ｍ ｍ 未満の場合の ス カ ラ ッ プ はｒ ＝２ ０ ｍ ｍ と する

ス カ ラ ッ プ

３０ ３５ ｍｍ半径ｒ ＝　 　 ～　 　 　

ス カ ラ ッ プ 半径は ３ ０ ～３ ５ ｍ ｍ と 、 １ ０ ｍ ｍ の ダ ブル ア ールと する

ホ 　 ア ーク エ ア ーガ ウ ジ ン グ 機（ 直流） 　 　 　 Ａ ～　 　 Ａ

・ 　 　 ～　 　 は １ パ ス 以上

■　 ス カ ラ ッ プ 工法

　 　 い た め な い 様に、 養生を 行な う 。

ｂ 　 溶接機器

ｃ 　 溶接方法

ａ 　 溶接工

１ ．
溶 接 接 合

溶 接 接 合

（ １ ）

溶 接 規 準 図（ ２ ）
１

ｆ 　 溶接施工

ｄ 　 溶接姿勢

ｅ 　 組立て 溶接に 従事する 溶接技能者は、 原則と し て 本工事に従事する 者が 行う

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ）

溶接材 料

４ ０ ０ Ｎ 級鋼

鋼材の 種類
入熱

（ ＫＪ ／ｃ ｍ） （ ゜ Ｃ）

パ ス 間温度差

４ ０ 以下 ３ ５ ０ 以下

４ ０ 以下 ３ ５ ０ 以下

３ ０ 以下

４ ０ 以下 ３ ５ ０ 以下

２ ５ ０ 以下Y G W- 1 1 , 1 5

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ３ ２ １ ２ ， ３ ２ １ ４

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ３ ２ １ １ ， ３ ２ １ ２ ， ３ ２ １ ４

Y GW- 1 1 , 1 5

Y G W- 1 8 , 1 9

Y G A - 5 0 W, 5 0 P

Y G W- 1 8 , 1 9

Y GA - 5 0 W, 5 0 P

４ ９ ０ Ｎ 級鋼

鋼 材 種 別 に よ る 溶 接 条 件

照　 査

図　 　 名

工事名称

縮　 　 尺

・  構 設・  ・  

日　 　 　 　 付

意

製　 図図　 面　 番　 号

電

担　 当部　 長

１ 級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所
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９ ０８ ０７ ０６ ０

（ ボ ルト の 長 さ ）

首 下 寸 法
座 金 厚 さ

座 金 厚 さ

締 め 付 け 長 さ

ナ ッ ト の 高 さ

ね じ 山 ３ 以 上
（ 余 長 ）

ｅ ２ｅ ２

ｅ １ ｐ ｐ ｐ １ｅ ｂ ｂ ｂ ｂ

ｐ

取 り 合 う 梁 Ｆ ＰＬ

と 同 厚 以 上

エ ン ド タ ブ

２５

以
上

２
５

以
上

２
５

エ ン ド タ ブ

２０

ａ

裏 あ て 金

コ ー ナ ー 空 き

取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上Ｌ

３０≧

５

ｔ ｔ

３０ ３０

ス カ ラ ッ プ

柱 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上Ｌ

ス カ ラ ッ プ

２５

取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上Ｌ

～
２

０
１

０

取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上Ｌ

梁 継 手 ５

３０≧

エ ン ド タ ブ

Ｌ取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上

※
　

　
　

　
程

度
１

，
０

０
０

以
上

梁 天１
０

０

以
上

１
０

０

取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ
と 同 厚 以 上

Ｌ

ｐ

ｐ ｐ ｅ １ｅ １

１

Ｂ ｇ １

Ｂ

２

１

２ｇ

ｇ

ｇ

１

ｂｂｂｂｅ １ １ｅ

２

ｅ １ ｅ １

ａ

ｔ
ｔ

１

ｔ

ｔ

ｔｔ

ｅ １

１

ｐ

ｐ

ｐ

ｅ

１

２ＬＦ Ｐ

ＤＤ ａ ２

２

１

３３

Ｂ
ＬＷＰ

ＬＦ Ｐ

ｍｍ

フ ィ ラ ー プ レ ー ト

Ｓ Ｐ －Ｌ （ １ ）

ＬＧ Ｐ （ １ ）

大 梁 継 手 リ ス ト に よ る

ｅ ｅ５

ｐ
ｅ

ＬＧ Ｐ （ １ ）

Ｎ

Ｓ Ｐ －Ｌ （ １）

Ｓ ＰＬ

ＬＧ Ｐ （ １ ）

Ｎ

ＬＧ Ｐ （ １）

ｅ ｅ

ｅｅ

ｅ
ｐ

ｅ
Ｎ

ｅ
ｐ

ｅ

ｅ ｐ ｐ ｅｇ １

ＬＧ Ｐ （ １ ）
ＬＧ Ｐ （ １ ）

ｅｐｅ

ｅ
ｅ

１０

Ｎ

ｅ
ｅ

１０

３
０

ｔ

～
２

０
１

０
取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上Ｌ

１ 　 を こ え る 場 合

以 上 （ 設 計 図 に よ る ）

（
設

計
図

に
よ

る
）

（
設

計
図

に
よ

る
）

1 0

1 0

1 0

1 0
1 0

1 0

ｐ
ｅ

ｅ （ 片 側 ）

ｅｅ ｅ ｅ

ＬＧ Ｐ （ １ ）

Ｎ

Ｓ Ｐ －Ｌ （ １ ）

1 0

ｅ ｅｐ

Ｇ Ｐ （ １）Ｌ

1 0

ｇ ｇ
Ｂ

ｇ １

Ａ

ｇｇｇ ２ １ ２

Ｂ Ｂ
ｇ ３

２１

Ｄ

柱溶接後切断

エレ ク ショ ン ピ ース  PL-9

高力ボルト 　 M20

ス プラ イ ス プレ ート  2PL-9

１

３ 以 上

Ｗ ＰＬ

３ 以 上

１

Ｗ ＰＬ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ａ － Ａ

Ｂ － Ｂ

鉄骨構造標準図（ ２ ）

１

９

９

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６ ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ ６５ ７

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ８ ９ １０

９

１

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６

９

９

９

９
９

９

１

１

７

１

１

ｏ ｒ８ ９ １０

１

１

１

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ ８９１０

ｏ ｒ ８９１０

ｏ ｒ ８９１０

ｏ ｒ ８９１０

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

１

１

１

１０ｏ ｒ８ ９

５ ｏ ｒ ６

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

１

ｏ ｒ８ ９ １０

１

１

ｏ ｒ ８９１０

１

１

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

１

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６
９

９

１

１

１

ｏ ｒ８ ９ １０

１

ｏ ｒ５ ６７

１

１

１

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ ８９１０ １

１

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

１

ｏ ｒ ８９１０

１

１

３ ０

３ ５

４ ０

４ ５

以上

以上

以上

以上

Ｍ１ ６

Ｍ２ ０

Ｍ２ ２

Ｍ２ ４

Ｈ Ｔ Ｂ
加 え る 長さ 　 　
締 め 付け 長 さ に

４ ０

６ ０

５ ０（ 　　）６ ０

Ｍ２ ４

３ ５

４ ５ ５５（ 　　）

Ｍ２ ２

３ ０

４ ０（ 　　）５ ０

Ｍ２ ０

３ ５ ４ ０

Ｍ１ ６

２ ５

ｐ

ｅ ２

ｅ １

へ り あ き

は し あ き

ピ ッ チ

孔 　 径

呼 び 径

標 　 準

最 　 少

（ 　　）

≧　 柱の Ｒ （ 梁の 下フ ラ ン ジ が

　 　 通し ダ イ ヤ フ ラ ム に 接合さ

　 　 れ な い場合）

　 　 勾配が　 　 を 超え る 場合は

　 　 補強プレ ート （ 点線） を 入れ て 、

　 　 折り 曲げは 生曲げと する 。

Ｆ Ｐ 折り 曲げ規定Ｌ

１ ／５

ｔ ＞フ ラ ン ジ プ レ ート 同厚以上

　 　 勾配が 　 　 を 超え る 場合は

　 　 補強プ レ ート （ 点線） を 入れて 、

　 　 折り 曲げは 生曲げと する 。

Ｆ Ｐ 折り 曲げ規定Ｌ

１ ／５

継手ボ ルト 及び

Ｓ Ｐ は 特記に よ る 。Ｌ

ｔ ＞フ ラ ン ジ プ レ ート 同厚以上

下図は、 ス カ ラ ッ プ工法の 場合を 示す。 ス カ ラ ッ プの有無は、

鉄骨構造標準図（ １ ） １ ． 溶接接合によ る 。

下図は、 ス カ ラ ッ プ工法の 場合を 示す。 ス カ ラ ッ プの 有無は、

鉄骨構造標準図（ １ ） １ ． 溶接接合によ る 。

２ ２１ ８ ２ ４ ２ ６

４ ０ ５ ０ ５ ５

＊＊５ ０

　　６ ５

　　７ ０

　　９ ０

　　８ ０

　　７ ５

　　３ ０

　　３ ５

　　１ ６

　　２ ０

　　２ ０　　４ ０

　　２ ２

　　２ ２　　４ ５

　　４ ０

　　５ ０ 　　２ ４

　　５ ５ 　　２ ４　１ ０ ０

　　１ ６

　　１ ６

　　２ ２

　　２ ２

　　２ ４

　　２ ４

　　２ ４

　　２ ４

　　２ ４

　　４ ０

　　７ ０

　　９ ０

　　６ ０

　　７ ５

＊＊１ ０ ０

　　１ ２ ５

　＊３ ０ ０

　　２ ５ ０

　　２ ０ ０

　　１ ７ ５

　　１ ５ ０

　　３ ５ ０

　　４ ０ ０

　　９ ０

　１４ ０

　１４ ０

　１５ ０

　１５ ０

　１２ ０

　１０ ５

　　１ ６

　　１ ６

　　２ ０

　　２ ０

　　２ ２

　　３ ５

　　４ ０

　　２ ４

　　２ ４

　　２ ４

　　２ ２

　　５ ５

　　２ ４

　　２ ４

　　７ ０ 　　２ ４

　　２ ４　　９ ０　２ ０ ０

　　６ ０

　　５ ５

　　６ ０

　　５ ０

　　５ ０

　　５ ５

　　５ ０

　　４ ５

　１ ７ ５

　１ ５ ０

　１ ３ ０

　　４ ０

　　４ ０

　　３ ５

　　３ ５

　　３ ０

　　７ ５

＊＊５ ０

　　６ ０

　　６ ５

　　７ ０

　　８ ０

　　９ ０

　　１ ０ ０

　１ ２ ５

ｏｒＡ　 　 Ｂ 最大軸径 最 大軸径 最大軸径ｇ １ ｇ ｇ ２１ｇ ２ ｇ ３Ｂ Ｂ

＊＊印の欄の ｇ 及び最大軸径の 値は強度上支障が な い と き

＊Ｂ ＝　 　 は 千鳥打ち と する 。３ ０ ０

・ Ａ Ｂ 　 　 　 　 ア ン カ ーボ ルト 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｂ Ｈ 　 　 　 　 組立て Ｈ 形鋼

・ Ｂ Ｐ 　 　 　 　 ベース プ レ ート 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｃ Ｈ Ｐ 　 　 　 チ ェ ッ カ ープ レ ート

・ Ｃ Ｐ 　 　 　 　 カ バープ レ ート 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｆ Ｂ 　 　 　 　 フ ラ ッ ト バ ー

・ Ｈ Ｔ Ｂ 　 　 　 高力ボ ルト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｓ Ｐ 　 　 　 　 ス プ ラ イ ス プ レ ート

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｒ Ｐ 　 　 　 　 リ ブ プ レ ート

・ Ｔ Ｂ 　 　 　 　 タ ーン バッ ク ル　 　 　 　 　 　 　 ・ ＷＰ 　 　 　 　 ウ ェ ブ プレ ート

Ｌ

・ Ｆ Ｐ 　 　 　 　 フ ラ ン ジ プ レ ート 　 　 　 　 　 　 ・ Ｇ Ｐ 　 　 　 　 ガ セ ッ ト プ レ ート

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 　 最少縁端距離の 規定に かか わ ら ず用い る こ と がで き る 。

ボ ル ト は 、 柱溶接後切断

エ レ ク シ ョ ン ピ ース 及び建方用

２ ．

梁 段 差 柱 継 手 位 置

雑 仕 様

梁 通 し柱 通 し

（ ４ ） （ ５ ）

（ ３ ）

（ ２ ）（ １ ）

現 場 溶 接 継 手

一 般 階 接 合 部

一 般 階 接 合 部

柱 が 途 中 で 折 れ 曲 る 場 合

（ ４ ）

（ ３ ） （ 梁 端 に テ ー パ ー を 設 け る 場 合 ）

（ ２ ）

柱 　 頭（ １ ）

（ 直 交 方 向 の 梁 成 が 異 な る 場 合 ）

フ ィ ラ ー プ レ ー ト

Ａ タ イ プ （ ピ ン 接合） 　 　 Ｂ タ イ プ（ 剛接合）

Ｃ タ イ プ （ ピ ン 接合） 　 　 　 　 Ｄ タ イ プ（ 剛接合）

Ｇ タ イ プ　 　 　 　 　 Ｈ タ イ プ

Ｅ タ イ プ （ ピ ン 接合）

軒 　 部（ ７ ）

勾 配 屋 根 棟 部（ ６ ）

３ ． ４ ． 角 型 鋼 管 柱 梁 接 合 部Ｈ 型 鋼 柱 梁 接 合 部

継 　 手

大 梁 継 手

ボ ル ト 接 合

小 梁 、 間 柱 、 接 合 部（ ４ ）

（ ３ ）

（ １ ）

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ）２

Ｆ タ イ プ （ ピ ン 接合）

略 　 号（ ２ ）

照　 査

図　 　 名

工事名称

縮　 　 尺

・  構 設・  ・  

日　 　 　 　 付

意

製　 図図　 面　 番　 号

電

担　 当部　 長
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・ ト ルク コ ン ト ロ ール ボ ルト の 場合は メ ーカ ーの 規格に よ る 。

１０

・ ボ ルト 接合面の 処理

　 締め 付け 摩擦面は母材に 於い て は平グ ラ イ ン ダ ー掛け 、 ス プ ラ イ ス プレ ート に 於い て は

　 シ ョ ッ ト 掛け を 行な い 、 黒皮は 除去し 一様に赤錆を 生じ さ せる 。

・ Ｈ Ｔ Ｂ は すべて Ｆ 　 Ｔ （ ト ルシ ア 形高力ボ ルト Ｓ １ ０ Ｔ ） を 使用し 、 ス ベリ 係数は 　 　 　 と する 。０ ． ４ ５

　 フ ィ ラ ープ レ ート を 入れる 。

Ｌ Ｌ　 Ｆ Ｐ ， ＷＰ 面で 段差が １ 　 を こ え る 場合は 、ｍｍ

・ （ 　 ） 内はボ ル ト が 応力方向に ３ 本以上並ばな い 場合を 示す。

・ 上記の 標準に よ ら ず、 高力ボ ルト の ピ ッ チ は 6 0 m m 、 は し あ き は 4 0 m m と する 。

１ 級建築士登録大臣第350116号 野田　 康広



Ｒ Ｐ 　 Ｈ ≧Ｌ ２ ５０

Ｈ

余 長 は ネ ジ 山 ３ 以 上

３ ０ｄ

５ ０

ｄ

２５

Ａ Ｂ

３ ０

２５

フ ッ ク 付 き と す る

φ φ

φ φ

ｔ

ｄｄ

： デッ キ プレ ート の 成Ｈｄ

３
０

１
５

５
０

５ｄ

（ 溶 接 間 隔 は 、
　 壁 筋 間 隔 以 下

　 溶 接 長 さ は 　 　 　 以 上 ）５０ ｍｍ

Ｄ 　 を 切 断 し 天 端 を そ ろ え る１６

ま ん じ ゅ う 径 　 　 程 度２０ ０

す べ て 二 重 ナ ッ ト と す る

後 詰 め モ ル タ ル

Ｒ Ｐ 　 Ｈ ≧Ｌ ２ ５０

Ｈ

ＬＢ Ｐ

Ａ Ｂ

Ｂ ＰＬ

補 強 Ｐ 座 金 を 兼 ね るＬ

ス タ ラ ッ プ 　 ２ － Ｄ１３ス タ ラ ッ プ 　 ２ － Ｄ１３

Ｈ ＜ φ ≦ 　 　 Ｈ０ ．２ ０ ．３

３
φ

３ φ

１ ／２Ｌ ＬＰ 厚 さ は Ｗ Ｐ 厚 さ の 　 　 以 上 （ 両 面 ）

Ｈ Ｈ

３ φ

Ｈ ＜ φ ≦ 　 　 Ｈ０ ．３ ０ ．４

Ｌ ＬＰ 厚 さ は Ｗ Ｐ 厚 さ と 同 厚 さ 以 上 （ 両 面 ）

φ ≦ 　 　 Ｈ０ ．１

３ φ以上

Ｈ Ｈ３
φ

Ｐ 厚 さ は Ｗ Ｐ 厚 さ の 　 　 以 上１／２Ｌ Ｌ

Ｈ ＜ φ ≦ 　 　 Ｈ０ ．１ ０ ．２

３ φ

ア ー ク ス ポ ッ ト 溶 接

１６ φ ≠ ＠２０ ０

ｅ ｅ ｅ

ｅｅ

ｅｅ

Ｌ 形 鋼

Ｐ －Ｌ １ ．６

ｅ

Ｐ －Ｌ １．６

３ ００ 以 下

５ ０

３０５０

ＬＰ －５ ０×６

ｅ

以 下６００

Ｌ －５ ０ ×５ ０ ×６ ＠≦６ ０ ０

ａ ２

１ａ

ｅ ｅＰ

以
上

Ｈ
ｄ

ｔ

ａ

ｔ

ａ

Ｌ

ＰＰ

以 下Ｄ１３
Ｆ Ｂ －６ ×６ ５

６
５

主 筋 　 ４ － Ｄ 　 以 上 （ 計 算 に よ る ）１６

ＨＯＯＰ

定 着 　 　 以 上４ ０ｄ

主
筋

－
　

　
以

上
４

０
ｄ

２
Ｈ

以
上

（
計

算
に

よ
る

）

フ ッ ク 付

１ ２５ 以 上 Ｈ １ ２ ５ 以 上

ト ッ プ フ ー プ 　 ２ － Ｄ１３

１ ００ 以 上

フ ー プ

主 筋

Ｂ ＰＬ
１ ２ ５ 以 上

以
上

１
２

５

３． ２ＬＰ －

１ ／４

１ ／２

１ ／４

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

１ １

１

２ ２

（ Ｓ Ｓ ４ ０ ０ ）

１１
６ ６

鉄骨構造標準図（ ３ ）

１
１

１

１

１
１

１

１

１

１
１

１

１
－５０ ２０ ０

２

１
５ ０ －４０ ０

１
－５０ ４０ ０

１

２

１
５ ０ －４ ００

１
５０ －４ ００

ア ーク ス タ ッ ド 溶接

１２

８
ｏ ｒ

１０

１

１ １２

４０ ｅ ≧４ ０

２ ．５ｔ

１０ ０

Ｈｄ ３ ０

ａ ≧ 　

ａ ≧ 　

ｄ ≦ 　

１

２

Ｌ ≧ 　 ＋ 　 以 上 　 　 　 　

Ｐ １ ，Ｐ ２ は 設 計 図 に よ る 　

ｄ ≦ Ｐ

６ ０ ０

２

１

５ ．０

７ ．５　 ｄ ≦ Ｐ ≦

ｄ ≦ Ｌ４ ．０

Ｂ タ イ プ

ア ン カ ーボ ルト の 施工に 誤差が あ る 場合

柱 脚 埋 込 み 形 式 の 時 の 水 平 ハ ン チ

Ａ タ イ プ Ｂ タ イ プ

Ｃ タ イ プ Ｄ タ イ プ

Ａ タ イ プ

受梁への かか り 寸法およ び端部処理

梁と の溶接及びコ ネ ク タ ー

梁上通し の 場合 既製品面戸（ 鉄板） 折曲加工

あ て 板（ 非金属）

ス ラ ブ 端部の 補足材

あ て 板（ 鉄板）

補足受材

梁上切断の 場合

ブ ロ ッ ク 壁の 場合

Ｒ Ｃ 根巻タ イ プ

柱 脚 ピ ン

５ ． 柱 　 脚

６ ． 雑 廻 り

貫 通 補 強

（ １ ）

（ １ ）

頭 付 き ス タ ッ ド

壁 筋 の 溶 接

デ ッ キ プ レ ー ト（ ２ ）

（ ４ ）

軽微な Ｒ Ｃ 壁の場合

（ ３ ）

柱 脚 固 定（ ２ ）

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ）３

照　 査

図　 　 名

工事名称

縮　 　 尺

・  構 設・  ・  

日　 　 　 　 付

意

製　 図図　 面　 番　 号

電

担　 当部　 長

１ 級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所

S 04

NON

中央公民館大規模改修工事

（ 全面塗り 仕上げ工法）

ｔ は Ｂ Ｐ 厚の 　 　 以上か つ ６ 以上Ｌ １／２

特記な き 限り 補強方法は 上図に よ る が 、

穴径φは 、 　 　 Ｈ 以下と し 、 そ の ピ ッ チ は ３ φ以上と する 。０ ． ４

・ コ ン ク リ ート の 表面の レ イ タ ン ス 等 を 取り 除い た 後、

　 調合（ 容 積比） セ メ ン ト １ ： 砂１ の 堅練り モ ルタ ルを

　 平に 塗り 仕上げ る 。

　 充填する 。

・ ア ン カ ー フ レ ー ム を 使 用する 場合は 設計図 書に よ る 。

ｅ ≧３５ ｍｍ

（ 後詰め 工法）

・ モ ルタ ル を 後詰 め する 場合は 空隙の 出来な い よ う に

ス リ ーブ は 梁成の 中央の

　 　 の 範囲と する 。１ ／２

令和8年　 月　 日

１ 級建築士登録大臣第350116号 野田　 康広
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ブレ ース 継手標準図

系 列

　 １ －Ｍ１ ６

Ａ

S10T( F10T)
タ イ プ符 号

丸
 
鋼

山
 
形
 
鋼
・
シ
ン
グ
ル

溝
 
形
 
鋼

部材（ Ｓ Ｎ ４ ０ ０ 級）

　 １ －Ｍ１ ２

　 　 １ －Ｍ１ ６

　 　 －１ ０ ０ ｘ 　 ５ ０ ｘ 　 　 ５ ｘ 　 ７ . ５

　 　 －１ ２ ５ ｘ 　 ６ ５ ｘ 　 　 ６ ｘ 　 ８

　 　 －１ ５ ０ ｘ 　 ７ ５ ｘ ６ ． ５ ｘ １ ０

　 　 －１ ５ ０ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 　 ９ ｘ １ ２ . ５

　 　 －２ ０ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ 　 　 ８ ｘ １ ３ . ５

２ 　 －１ ０ ０ ｘ 　 ５ ０ ｘ 　 　 ５ ｘ 　 ７ . ５

２ 　 －１ ２ ５ ｘ 　 ６ ５ ｘ 　 　 ６ ｘ 　 ８

２ 　 －１ ５ ０ ｘ 　 ７ ５ ｘ ６ ． ５ ｘ １ ０

２ 　 －１ ５ ０ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 　 ９ ｘ １ ２ . ５

　 １ －Ｍ２ ０

　 １ －Ｍ２ ７

Ａ

Ａ

Ａ

　 　 １ －Ｍ１ ６

　 　 １ －Ｍ２ ０

　 　 ２ －Ｍ２ ０

Ａ　 １ －Ｍ１ ４ 　 　 １ －Ｍ１ ６

　 １ －Ｍ２ ４ Ａ 　 　 ２ －Ｍ２ ０

　 １ －Ｍ３ ０ Ａ 　 　 ２ －Ｍ２ ２

　 １ －Ｍ３ ３ Ａ 　 　 ２ －Ｍ２ ２

　 １ －Ｍ１ ８ Ａ

　 １ －Ｍ２ ２ Ａ

　 　 １ －Ｍ２ ０

　 　 １ －Ｍ２ ２

　 Ｌ －　 ６ ５ ｘ 　 ６ ５ ｘ 　 ６

　 Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ６

　 Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ９

　 Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ 　 ７

　 Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ３

　 Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ 　 ７

　 Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ０

　 Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ３

　 Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ １ ２

　 Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ０

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ６ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ４ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

ボルト

２ Ｌ －　 ６ ５ ｘ 　 ６ ５ ｘ 　 ６

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ６

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ９

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ 　 ７

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ３

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ 　 ７

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ０

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ３

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ １ ２

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ０

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ７ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ７ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

２ Ｌ －　 ６ ５ ｘ 　 ６ ５ ｘ 　 ６

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ６

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ９

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ 　 ７

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ３

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ 　 ７

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ０

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ３

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ １ ２

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ０

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

２ ｘ ５ －Ｍ１ ６

２ ｘ ５ －Ｍ１ ６

２ ｘ ５ －Ｍ１ ６

２ ｘ ６ －Ｍ１ ６

２ ｘ ５ －Ｍ２ ０

２ ｘ ５ －Ｍ２ ０

２ ｘ ６ －Ｍ２ ０

２ ｘ ４ －Ｍ２ ０

２ ｘ ５ －Ｍ２ ０

２ ｘ ６ －Ｍ２ ０

山
 
形
 
鋼
・
背
合
せ

山
 
形
 
鋼
・
並
列

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

　 　 ９ －Ｍ２ ０

　 １ ０ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

　 １ ０ －Ｍ２ ０

F8T( ﾒｯｷ部)

　 　 ７ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

　 １ ０ －Ｍ２ ０

　 １ ２ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

２ ｘ ５ －Ｍ２ ０

２ ｘ ６ －Ｍ２ ０

２ ｘ ７ －Ｍ２ ０

２ ｘ ５ －Ｍ２ ０

　 　 １ －Ｍ１ ６

　 　 １ －Ｍ１ ６

　 　 ２ －Ｍ１ ６

　 　 ２ －Ｍ２ ０

　 　 ３ －Ｍ２ ０

　 　 ２ －Ｍ２ ０

　 　 ３ －Ｍ２ ２

　 　 ３ －Ｍ２ ２

　 　 １ －Ｍ２ ０

　 　 ２ －Ｍ２ ２

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ６ －Ｍ１ ６

　 　 ７ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ４ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ７ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ６ －Ｍ１ ６

　 　 ９ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 １ ０ －Ｍ２ ０

２ ｘ ５ －Ｍ１ ６

２ ｘ ５ －Ｍ１ ６

２ ｘ ６ －Ｍ１ ６

２ ｘ ６ －Ｍ２ ０

２ ｘ ４ －Ｍ２ ０

２ ｘ ７ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

　 　 ９ －Ｍ２ ０

　 １ ０ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ７ －Ｍ２ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

Ｐ －　 ９Ｌ ２ ５ ０

Ｐ －　 ９Ｌ ３ ３ ０

Ｐ －１ ２Ｌ ３ ２ ０

Ｐ －　 ９Ｌ ２ ７ ０

Ｐ －　 ９Ｌ ３ ７ ０

Ｐ －１ ２Ｌ ３ ５ ５

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

５ ０

５ ０

５ ０

５ ５

５ ５

５ ５

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

５ ６ ５ ３ １ ５

７ ７ ７ ４ ２ ５

７ ９ ０ ４ ３ ５

６ ０ ５ ３ ３ ５

８ ８ ５ ４ ７ ５

９ ０ ０ ４ ９ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

４ ５

４ ５

４ ５

４ ５

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －１ ２Ｌ

Ｐ －１ ２Ｌ

Ｐ －１ ６Ｌ

Ｐ －１ ６Ｌ

Ｐ －１ ６Ｌ

１ ３ ０

１ ８ ０

２ ４ ０

３ ０ ０

３ ０ ０

２ ０ ５

２ ２ ０

３ ０ ５

３ ８ ０

５ ０

５ ０

５ ０

５ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

８ ０

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

１ ６ ５ １ ８ ０

２ ３ ０ ２ ４ ５

３ ０ ０ ３ １ ５

３ ８ ５ ４ ０ ０

３ ９ ５ ４ １ ５

２ ９ ０ ３ １ ０

３ ３ ０ ３ ５ ５

４ ４ ０ ４ ７ ０

５ ６ ０ ５ ８ ５

５ ５

５ ５

５ ５

５ ５

５ ０

５ ０

６ ２ ． ５

６ ２ ． ５

６ ０

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －１ ２Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －１ ２Ｌ

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

３ ５

４ ０

４ ０

４ ０

５ ０

５ ０

５ ０

５ ５

５ ５

５ ５

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

３ ６ ５

２ ８ ５

３ ９ ０

３ ９ ５

３ ０ ５

４ ４ ５

４ ５ ０

２ １ ５

１ ７ ５

２ ３ ０

２ ４ ０

１ ８ ５

２ ５ ５

２ ６ ５

９ ０

９ ５

１ ２ ５
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照　査

図　　名

工事名称

縮　　尺

・ 構 設・ ・ 

日　　　　付

意

製　図図　面　番　号

電

担　当部　長
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株式会社 手島建築設計事務所A1: -

A3: -

1. 適用範囲 ※ 改修標準仕様書　第８章　耐震改修工事

・ 改修標準仕様書において第８章耐震改修工事以外の改修工事で第８章を引用している部分

工事内容

1. 鉄筋 鉄筋の種類等 [8.2.1]

種類の記号 呼び名 備　　考

※ SD295 ※ D10 ～ D16

※ SD345 ・ D19 ～ D25 ・ D19 以上

・ SD390 ※ D29 以上

2. 溶接金網 鉄線の形状等 [8.2.2]

種　　類 種類の記号 網目の形状，寸法，鉄線の径(mm) 適用箇所

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

3. 鉄筋の継手及び定着長さ 継手方法等 [8.3.4] [8.4.2] [8.4.3]

部　　位 継手方法 呼び名

・ 機械式継手 ・ 溶接継手柱，梁の主筋 ※ ガス圧接 ※ D19 以上

・耐力壁の鉄筋 ※ 重ね継手 ※ D10 ～ D16

・その他の鉄筋 ・ 重ね継手

継手，定着 [8.3.4]

継手位置 ※ 図示による ・

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ ・ 図示による

耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ ※ [8.3.4](3)(ｱ) による ・ 図示による

鉄筋の定着長さ ※ [8.3.4](5)(6) による ・ 

・ 機械式定着工法 適用箇所，種類 ※ 図示による ・

5. 鉄筋かぶり厚さ及び間隔 鉄筋のかぶり厚さ及び間隔 [8.3.5]

(溶接金網を含む) 最小かぶり厚さ ※ [表8.3.6] による ・

最小かぶり厚さ（柱，梁の主筋にD29以上の使用） ※ 鉄筋径の1.5倍以上

軽量コンクリートを適用する場合 適用箇所 ・ 図示による

かぶり厚さ 最小かぶり厚さに加える厚さ　( )㎜

耐久性上不利な箇所 適用箇所 ・ 図示による

(塩害を受けるおそれのある部分等) かぶり厚さ 最小かぶり厚さに加える厚さ　( )㎜

6. 圧接完了後の 圧接部の試験 [8.3.8]

圧接部の試験 抜取試験 ※ 超音波探傷試験

[8.4.2，3]7. 機械式継手，溶接継手 機械式継手，溶接継手の工法及び試験

工法・試験等 機械式継手 溶接継手

適用箇所 ・ 図示による ・ ・ 図示による ・

H12建告第1463号に適合する性能 ※ A級 ※ A級・ ・ 

種類 ・ 図示による ・ ・ 図示による ・

鉄筋相互のあき ※ [図8.3.5] による ※ [図8.3.5] による

・ ・

（試験） ・ 施工完了後の継手部の試験

・ 図示による ・ ・ 図示による ・試験項目，試験方法外観

試験 ・ 図示による ・ ・ 図示による ・不合格となった場合の措置

・ 図示による ・ ・ 図示による ・試験対象超音波　

探傷試験 ・ 図示による ・ ・ 図示による ・不合格となった場合の措置

8. 既存構造体との取合い 割裂補強筋 [8.21.6][8.22.7]

種  類 材  料 材  質 径 本数，ピッチ等（mm） 適用箇所

・ スパイラル筋 ・ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 ・ SR235 ・ φ6 スパイラルの径 ・ 図示による

棒鋼(丸鋼) ・ ・ φ9 （　　　　　　　） ・ 

・ スパイラルのピッチ

・ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 ・ SD295 ・ D6 （　　　　　　　）

棒鋼(異形鉄筋) ・ ・ D10

・ はしご筋 ・ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用 ・ SD295 ・ D10 壁面内方向筋 ・ 図示による

・ 棒鋼(異形鉄筋) ・ ・ （　　　　　　　） ・ 

・ 壁面外方向筋

（　　　　　　　）

・ ・ ・ ・ ・

鉄骨接合部および支持梁補強

2. 既存部分の処理等 既存構造体の撤去 [8.21.2][8.22.2][8.23.2][8.24.4][8.25.2][8.26.5][8.27.2]

撤去範囲 ※ 図示による

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置 ※ 露出部分は，錆止め塗料塗りを行う

既存構造体コンクリート面の目荒らしの程度及び範囲 [8.21.3][8.22.3][8.23.3][8.26.6][8.27.3]

既存柱，梁面 ※ 打継ぎ面の15～30%程度に，平均深さ 2～5㎜（最大7㎜）程度の

凹凸処理を施す

・ 図示による

既存壁 ※ 打継ぎ面の10～15%程度に，平均深さ 2～5㎜（最大7㎜）程度の

凹凸処理を施す

・ 図示による

3. 既存構造体との取合い 既存構造体と増設壁との取合い [8.21.9]

既存構造体と増設壁との ※ [8.21.9] による

取合いの処理方法 ・ 図示による

・ 開口新設工事

・ 屋外階段下鉄骨補強工事

・ 床改修工事

1. コンクリート共通 [8.1.3,4][8.2.5][8.9.2]コンクリート共通

適用箇所

コンクリートの類別 ※ Ⅰ類 ・ Ⅱ類 ※ Ⅰ類 ・ Ⅱ類 ※ Ⅰ類 ・ Ⅱ類

コンクリートの種類 ※ 普通コンクリート ※ 普通コンクリート ※ 普通コンクリート

・ 軽量コンクリート ・ 軽量コンクリート ・ 軽量コンクリート

（ ・ 1種 ・ 2種 ） （ ・ 1種 ・ 2種 ） （ ・ 1種 ・ 2種 ）

設計基準強度(N/mm2) ※ 図示による ※ 図示による ※ 図示による

スランプ(㎝) ※ 図示による ※ 図示による ※ 図示による

気乾単位容積質量(t/m3) ※ 2.3程度 ・ ※ 2.3程度 ・ ※ 2.3程度 ・ 

構造体強度補正値 ※ [表8.2.4] による ※ [表8.2.4] による ※ [表8.2.4] による

・ 図示による ・ 図示による ・ 図示による

セメントの種類 ・ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

・ 高炉ｾﾒﾝﾄA種 ・ 高炉ｾﾒﾝﾄA種 ・ 高炉ｾﾒﾝﾄA種

・ ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種 ・ ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種 ・ ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種

・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種 ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種 ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

・ ・ ・ 

骨材のアルカリシリカ ※ A ※ A ※ A

反応性による区分 ・ B ・ B ・ B

[8.2.5](4)(a) による [8.2.5](4)(a) による混和材料 ※ 混和剤 ※ [8.2.5](4)(a) による ※ ※ 

・ 図示による ・ 図示による ・ 図示による

[8.2.5](4)(b) による [8.2.5](4)(b) による [8.2.5](4)(b) による・ 混和材 ※ ※ ※ 

・ 図示による ・ 図示による ・ 図示による

2. 構造体用モルタル モルタルの圧縮強度 [8.2.6]

モルタルのフロー値

3. 暑中コンクリート 暑中コンクリート [8.10.2]

構造体強度補正値 ※ 6N/mm2 ・

4. マスコンクリート マスコンクリート (6.2.1)(6.13.1，2)

適用箇所 ・ 図示による

セメントの種類 ・ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・ 中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ ・ 低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種 Ｇ ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種 Ｇ ・ ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

※ (6.13.2)(2)(ｱ) による ・ 図示による混和材料 ※ 混和剤

※ (6.13.2)(2)(ｲ) による ・ 図示による・ 混和材

スランプ ※ 15cm ・

・ 図示による構造体温度補正値 ※ (表6.13.1) による

5. 無筋コンクリート [8.11.1]無筋コンクリート

適用箇所 ・ 図示による ・ 

コンクリートの種類 ※ 普通コンクリート ・ 

セメントの種類 ※ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ，高炉ｾﾒﾝﾄA種，ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種，ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

・ 

設計基準強度 ※ 18N/mm2 ・ 

スランプ ・ 18cm ・ 15cm

6. 流動化コンクリート (6.2.1)(6.15.1)流動化コンクリート

適用箇所 ・ 図示による ・

7. ひび割れ誘発目地， 打継ぎの位置及び目地 (6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

 打継目地 ・ 図示による打継ぎの位置 ※ (6.6.4)(1) による

・ 図示による目地寸法 ・ (9.7.3)(1) による

・ひび割れ誘発目地の ・ 図示による

位置・形状・寸法

8. コンクリートの仕上り コンクリート表面の仕上り状態 [8.1.4]

種　別 適　用　箇　所

A 種合板せき板を用いる ・ 図示による ・

B 種コンクリートの ・ 図示による ・

C 種打放し仕上げ ・ 図示による ・

a 種コンクリートの ・ 図示による ・

b 種仕上りの平たんさ ・ 図示による

c 種 ・ 図示による ・

9. 打増し厚さ [8.7.8]

(打放し仕上げ部) 打放し仕上げ部の打増し厚さ 外部に面する部分 ・ 図示による ・ 20mm ・ 

内部に面する部分 ・ 図示による ・ 10mm ・ 20mm ・ 

外装タイル面の打増し処理 ・ 20mm ・ 

床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄの梁側面部の打増し処理 ・ 10mm ・ 20mm ・ 

(プレートが支持される梁の側面の打増し)

10. 型枠 せき板の材料及び厚さ [8.2.7](6.8.2)

せき板・スリーブの材料 使用箇所 厚さ等

※ 合板 － ※ 12mm ・

・ メッシュ型枠

・ 床型枠用鋼製デッキプレート

・ 断熱材の兼用した型枠材の使用 Ｇ

・ MCR工法用シート 打増し厚さ ・ 20mm ・

打増し範囲 ・ 図示による ・

※ スリーブ ※ [8.2.7](7) による ・

11. 型枠の加工及び組立 シアコネクタをセパレーターとして使用 [8.7.8]

使用箇所 ・ 図示による ・ 

12. コンクリートの 部位毎のコンクリートの打設工法の指定 [8.21.8][8.23.5]

 打込み工法 補強工法 打設工法等 部位等

・ 現場打ち鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ・ 工法指定なし ・ 全ての増設壁 ・ 図示による

壁の増設工事 ・ 流込み工法[8.21.8](1)(ｱ),(2) ・ 全ての増設壁 ・ 図示による

・ 圧入工法 [8.21.8](1)(ｲ),(3) ・ 全ての増設壁 ・ 図示による

・ ・ 

・ 柱補強工事 ・ 工法指定なし ・ 全ての増設壁 ・ 図示による

(溶接金網巻き及び溶接 ・ 流込み工法[8.21.8](1)(ｱ),(2) ・ 全ての増設壁 ・ 図示による

閉鎖フープ巻き工法) ・ 圧入工法 [8.21.8](1)(ｲ),(3) ・ 全ての増設壁 ・ 図示による

・ ・ 

(黒皮等を除去した後に自然放置して表面に赤さびが発生した状態）

材質等

1. 鉄骨製作工場 [8.1.5，6]鉄骨製作工場

加工能力 ※ 建築基準法第77条の56 に基づき国土交通大臣から認可を受けた指定性能評価

機関の性能評価を受け，国土交通大臣の認定を受けた次のグレード以上の工場

・ Ｓ　　・ Ｈ　　・ Ｍ　　・ Ｒ　　・ Ｊ グレード

・ 監督職員の承諾する工場

施工管理技術者 ・ 配置する

2. 鋼　材 [8.2.8]

種類の記号 適用箇所（主な部分） 規 　格

・ SS400 ※ すべての補強部材 ※ JIS規格による ・ 

亜鉛めっき処理

2.鋼材の亜鉛めっきは、表8.20.1により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。 [8.20.1]

1.溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641によるJISマーク表示認定工場で行う。

ｸﾛﾒｰﾄ被膜の記号

-

-

-

規格番号

板厚

-

-

-

(mm)

1.6 以上

3.2 以上

6 以上

規格名称

溶融亜鉛

めっき

電気亜鉛

めっき

HDZT 77

HDZT 63

HDZT 49

5 級

4 級

3 級

記号又は等級方法

めっき

電気亜鉛

表面処理

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種

Ｄ種

Ｅ種

Ｆ種

種別

溶融亜鉛

めっき

(注) 1,2

(注) 1.加工(整形)後、めっきを行うものに用いる。

ＣＭ２ ＣJIS H 8610

　　 2.ＣＭ２ ＣはJIS H 8625(電気亜鉛めっき及び電位カドミウムめっき上のクロメート被膜)による。

JIS H 8641

3.普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきは、表8.20.1によるＣ種とする。

3. 高力ボルト ボルトの種類 [8.2.9][8.13.2]

・ トルシア形高力ボルト ※ 2種(S10T) ・ 

・ JIS形高力ボルト ※ 2種(F10T) ・ 

[8.2.9][8.13.2][8.14.2]

ボルトの縁端距離,ボルト間隔,ゲージ等 ※ 図示による ・ 

摩擦面の処理方法 ・ 自然発錆

・ ブラスト処理（表面粗度50μｍRｚ以上）

・ すべり係数試験 試験方法等　 ・ 図示による ・ 

・ すべり耐力試験 試験方法等　 ・ 図示による ・ 

工作及び摩擦面の処理

4. 溶融亜鉛めっき 溶融亜鉛めっき高力ボルト [8.2.9][8.13.2][8.20.5]

高力ボルト セットの種類 ※ 1種(F8T)相当 ・ 

ボルトの縁端距離,ボルト間隔,ゲージ等 ※ 図示による

摩擦面の処理 ・ ブラスト処理：[8.20.5](1)(ｱ) による

・ りん酸塩処理：[8.20.5](1)(ｲ) による

・ 図示による

5. 普通ボルト 普通ボルト (7.2.3)[8.13.2]

ボルト及びナットの材料 ※ (表7.2.3) による ・ 

座金 ※ JIS B 1256によるによる並形－部品等級A ・ 図示による

ボルトの縁端距離,ボルト間隔,ゲージ等 ※ 図示による ・　

母屋又は胴縁の取付けに使用する ※ ねじの呼び径+1.0mm ・ 図示による

ボルトの孔径

6. アンカーボルト アンカーボルト (7.2.4)(7.3.2)

構造用アンカーボルト セットの種類 ・ ABR400 ・ ABR490 ・ 図示による

建方用アンカーボルト 種類 ・ SS400 ・ 図示による ・ 

アンカーボルト及びナットのねじの ※ (表7.2.3) による ・ 図示による

公差域クラス及び仕上げの程度 ・

ボルトの縁端距離,ボルト間隔,ゲージ等 ※ 図示による ・

7. 溶接材料 溶接材料 [8.2.10]

・ [8.2.10](1)(2) による ・ 図示による

8. ターンバックル 種類 (7.2.6)

建築用ターンバックル胴 ※ 割枠式 ・ 

建築用ターンバックルボルトの種類 ※ 羽子板ボルト ・ 

ねじの呼び ・ 図示による ・ 

9. 床構造用の 材質，形状及び寸法 (7.2.7)(7.7.8)

デッキプレート 構　法 適用箇所 材質・形状・寸法 等

・ デッキプレート単独の構法 ※ 図示による ※ 図示による

・ デッキプレートとコンクリート ※ 図示による ※ 図示による

 との合成スラブとする構法

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む） ※ 図示による ・

鉄骨部材への溶接方法 ※ 図示による ・

・ 耐火認定 耐火時間 ※ 図示による ・

10. スタッド 種類等（JIS B 1198（頭付きスタッド）） [8.2.11]

呼び名，呼び長さ，適用箇所 ※ 図示による

11. 柱底均しモルタル モルタルの種類 [8.2.12]

※ 無収縮モルタル 材料，調合等 ※ [8.2.12](1) による ・ 

・ グラウト ・ Fm30

12. 製作精度 鉄骨の製作精度は，JASS 6(2018) 付則 6 [鉄骨精度検査基準]に加えて，次による [8.13.3]

通しダイアフラムの突合せ継手の ※ H12建告第1464号第二号イ(2)による

食い違いの寸法 ・ 図示による

アンダーカットの寸法 ※ H12建告第1464号第二号イ(3)による

・ 図示による

食い違い・仕口のずれの検査方法 ※「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル

及び補強方法 (国立研究開発法人 建築研究所)」による

・ 図示による

13.  鉄骨の仮組 仮組を行う範囲 [8.13.10]

※ 図示による ・ 

14. 溶接作業を行う 溶接作業者の技量付加試験 [8.15.3]

技能資格者 ・ 行う （ 試験の要領 ・ ）

エンドタ，裏当て金等は梁フランジの端から5mmを残して直線上に切断する。

4. 施工確認試験 [8.12.7]確認試験

試験方法　 ※ 引張試験 ・

確認強度 ・ 図示による ・

試験対象のあと ・ 図示による

施工アンカー ・ 

試 験 数   ・ 図示による ・ 

3. 穿孔 埋め込み配管の探査 [8.12.4]

探査範囲 ※ あと施工アンカー施工部分全て ・ 

探査方法　 ※ 鉄筋探知器（金属探知器）により探査し，鉄筋，配管類の位置に墨出を行う

・ はつり出しによる

・ あと施工

アンカーの

性能確認試験

・ 接着系 [8.2.4]

アンカーの種類 ※ カプセル式回転・打撃式 ・ 

接着剤の品質 ・ 有機系 ・ 無機系

アンカー筋の径，埋込み長さ ・ 図示による ・ 

アンカー筋の種類 ・ 図示による ・ 

アンカー筋の新設壁内への定着の長さ ・ 図示による ・ 

引張耐力 ・ 図示による ・ 

せん断耐力 ・ 図示による ・ 

試験方法 ※ (一社)日本建築あと施工ｱﾝｶｰ協会のあと施工ｱﾝｶｰ標準試験法による

試験対象のあと ・ 図示による

施工アンカー ・ 

試 験 数   ・ 図示による ・ 

・ あと施工

アンカーの

性能確認試験

1. 施工管理技術者 施工管理技術者 [8.12.2]

(一社)日本建築あと施工アンカー協会が定める「あと施工アンカー技術管理士」の資格以上の

能力を有する者とする。

2. あと施工アンカー ・ 金属系 [8.2.4]

セット方式 ※ 本体打込み式改良型 ・ 

アンカー本体の径，埋込み長さ ・ 図示による ・ 

接合筋の種類，径，長さ ・ 図示による ・ 

引張耐力 ・ 図示による ・ 

せん断耐力 ・ 図示による ・ 

試験方法 ※ (一社)日本建築あと施工ｱﾝｶｰ協会のあと施工ｱﾝｶｰ標準試験法による

・ ラス張りモルタル塗り －

・ 耐火塗料

20. アンカーボルトの 構造用アンカーボルトの設置等 (7.10.3)

設置等 種　　類 形状，寸法，工法等

構造用アンカーボルト 形状，寸法 ※ 図示による ・ 

構造用アンカーフレーム 形状，寸法 ※ 図示による ・ 

建方用アンカーボルト 形状，寸法 ※ 図示による ・ 

保持，埋込み工法 ・ A種 ・ B種

柱底均しモルタル 厚さ ・ 50 mm ・ 30 mm

工法 ※ A種 ・ B種

・ 耐火材巻付け ・ 高断熱ロックウール

・ 耐火板張り ・ 繊維混入けい酸カルシウム板

19. 耐火被覆 種類，材料，工法等 [8.18.2～8.18.8]

種　　類 材料・工法 性能(耐火時間) 適用箇所(部位・部分）

・ 耐火材吹付け ・ 乾式吹付けロックウール

・ 半乾式吹付けロックウール

・ 湿式ロックウール

塗料の種別 [8.17.4]

鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで ※ [表7.3.1] A種

鉄骨に溶接されたものの内面の錆止め塗料 ・

耐火被覆材が接着する面の塗料の種別 ・ 

2.完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

・ 工場溶接の場合 ※ 全数

・ 工事現場溶接の場合 ※ 全数

18. 錆止め塗装 塗装の範囲 [8.17.2]

耐火被覆材の接着する面の塗装 ・ 図示による ・

耐火被覆材の接着する面以外の塗装 ※ [8.17.2](1) による ・ 図示による

JASS 6(2018) 付則6 [鉄骨精度検査基準]の付表3「溶接」に関する試験方法等

JASS 6(2018) 付則 6 [受入検査] e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。

ただし，完全溶込み溶接部の外観検査の抜き取り箇所は，超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。

外観試験の不合格箇所は，すべて改修標準仕様書8.15.13による補修を行い，再試験する。

17. 溶接部の試験 溶接部の試験 [8.15.12]

1.溶接部の外観試験

「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」(平12建設省告示第1464号)第二号に関する試験方法等

「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2 受入検査による

・ 抜き取り検査① ※ 抜き取り検査②

15. 溶接接合 溶接接合 [8.15.4，7]

開先の形状 ※ 図示による ・

スカラップの形状 ※ 図示による ・

エンドタブの切断 切断する箇所 ※ 図示による ・

切断する範囲 ・ 図示による

・ 

なお，切断線が交差する場合は，交差部をアール状に加工する。

切断面の仕上げ ・ [8.15.7](1)(ｶ)(b)② による ・ 図示による

低応力高サイクル疲労を受ける部位 ・ 図示による ・

16. 入熱，パス間温度の [8.15.10]

 溶接条件 鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件 ・ 図示による ・ 

適用箇所 ・ 柱，梁，ブレースのフランジﾞ端部の完全溶込み溶接部　

・ 図示による

８
 
耐
震
改
修
工
事
　
共
通
事
項

８
の
１
 
耐
震
改
修
工
事
　
鉄
筋
工
事

８
の
２
 
耐
震
改
修
工
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

８
の
３
 
耐
震
改
修
工
事
　
鉄
骨
工
事

８
の
３
 
耐
震
改
修
工
事
　
鉄
骨
工
事(

続
き)

８
の
４
 
耐
震
改
修
工
事
　
あ
と
施
工
ア
ン
カー

工
事

新設基礎、柱型右記以外 土間コンクリート

・ 24 ・ 21 ・ 18

・ 18 ・ 18・15又は18

・ 180mm

・ 意匠図による

改修特記仕様書（１）
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照　査

図　　名

工事名称

縮　　尺

・ 構 設・ ・ 

日　　　　付

意

製　図図　面　番　号

電

担　当部　長

１級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所A1: -

A3: -
改修特記仕様書（２）

８
の
５
 
耐
震
改
修
工
事
　
グ
ラ
ウ
ト
工
事

[8.2.12]1. 柱底均しモルタル 柱底均しモルタル

柱底均しモルタル

・ 

※ 無収縮モルタル

連続繊維の材料

連続繊維の材質

試験数量

連続繊維補強材の ・ 引張り強度試験

・ ・ 炭素繊維

・ アラミド繊維

・（　　　　）N/㎜

・（　　　　）N/㎜

2

2

・ 

・ 

・ ※ 図示による

※ 図示による ・ 

※ 図示による

※ 図示による

・ 図示による

引張強度（含浸硬化後）

ヤング係数（含浸硬化後）

範囲

種類

・ ひび割れ部改修下
地
処
理 ・ 柱及び梁の隅角部の面取りの大きさ

強度試験

※ JIS A 1191(ｺﾝｸﾘｰﾄ用連続繊維ｼｰﾄの引張り試験方法)による

・ 

・ 図示による

※ 図示による試験数量

・ 付着強度試験

・ 

1. 連続繊維シート８
の
６
 耐
震
改
修
工
事
　
連
続
繊
維
補
強
工
事

８
の
７
 耐
震
改
修
工
事
　
耐
震
ス
リ
ッ
ト
新
設
工
事

・ はつりだしによる

・ 

スリットの幅及び深さ　　

・ 

既存撤去部の

配管等の探査

・ 耐火材

・ 

・ 遮音材

・ 

※ 鉄筋探査機（金属探知機）により探査し，鉄筋，配管類の位置に墨出しを行う

※ 図示による

使用箇所，仕様

使用箇所，仕様

※ 図示による

※ 図示による

撤去部の補修 ※ 撤去材と同一材で補修

・ 図示による

[8.25.2]

[8.25.2]12. スリットの施工 施工

2. スリット充填材の挿入

　　　　　及び周囲補修等

充填材の挿入及び周囲補修等

８
の
８
 
耐
震
改
修
工
事
　
土
工
事
及
び
地
業
工
事

・ 

・ 

・

・ 既存杭の撤去 撤去範囲

撤去方法

・ 既存杭の杭頭部

対象の既存杭

試験方法

2. 土工事 埋戻し及び盛土の種別

建設発生土の処理

・ 既存杭の健全性

処理方法

※ 図示による

※ 図示による

※ 図示による

※ 図示による

※ 図示による

・ 

・ 

・ ※ 図示による

補強方法

[8.28.2]

[8.28.3]

1. 既存杭の撤去等 既存杭の撤去等

[8.28.3]

の処理，補強

確認試験

種別 材　料 適用場所など

山砂の類

根切り土の中の良質土

他現場の建設発生土の中の良質土

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｄ種

・ 

再生ｺﾝｸﾘｰﾄ砂

適用場所

適用場所

土質

適用場所

受渡場所

適用場所

適用場所

（細粒分(75μm以下)の含有率(重量

　百分率)の上限を50%未満とする。）

・ Ａ種

処理場所 処理内容

・ 構外指示の場所

・ 構内指示の場所

※ たい積

・ たい積

（

・ 敷きならし

・ 敷きならし

）km

受け入れ場所

処置方法

搬出距離

処置方法

※ 構外搬出適切処理

[8.28.3]山留めの存置

※ 存置しない ・ 存置する

支持地盤の確認 (4.2.4)3. 支持地盤等

・ 地盤の平板載荷試験 載荷試験の方法等 ※ ・ 図示による

試験の位置，載荷荷重 ※ 図示による ・

地盤工学会基準 JGS 1521による

杭地業4. 杭地業共通事項

杭の精度 水平方向の位置ずれ ・ 図示による

杭の傾斜 ・ 図示による

・ 杭の載荷試験 試験の位置，載荷荷重，方法等 ※ 図示による ・

※ 杭径の1/4かつ100mm以下

※ 1/100以内

種類，材料

寸法，継手，性能等 杭先端部形状

・

※ 図示による

※ 図示による

※ 図示による

・ 遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

・ プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

・ 外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

鋼管材料 ・ SKK400 ・ SKK490 ・

種　類

・ 開放形

・ 半開放形

・ 閉そく形

・ 図示による

5. 既製コンクリート杭地業

[8.28.4](4.2.2，3)(4.3.4，5)(4.4.4)(4.5.5)

[8.28.4](4.3.3)

工法

・ セメントミルク工法 アースオーガーの支持地盤への掘削深さ ※ 図示による ・ 

根固め液及び杭周固定液の管理試験

・ 図示による

・ 特定埋込杭工法 ・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を

採用できる工法

・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうち，

・ 工法

杭周固定液 ・ 使用する

・ プレボーリング拡大根固め工法

・ 中堀り拡大根固め工法

α=（　　　），β=（　　　），γ=（　　　）の値を採用できる工法

・ アーク溶接継手 溶接材料

・ 図示による ・

工法

（継手部に接続金物を 検査

用いた方式のもの） 施工

※ 評定等を受けた工法 ・

※ 評定等により定められた項目 ・

※ 評定等をされた施工管理基準による ・

・ 杭頭の処理

処理方法(切断に伴う補強方法を含む) ※ 図示による ・

・ 機械式継手

杭の継手

材料

工法

材料の種類 ・ SKK400 ・ SKK490

寸法，継手等 ※ 図示による

杭先端部形状

特定埋込杭工法 ・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を

採用できる工法

・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうち，

α=（　　　），β=（　　　），γ=（　　　）の値を採用できる工法

工法 ・ 中堀り拡大根固め工法

・ 

・

・ 閉そく形・ 半開放形・ 開放形・ 図示による

・ アーク溶接継手

杭の継手

溶接材料

・ 図示による ・

工法

（継手部に接続金物を 検査

用いた方式のもの） 施工

※ 評定等を受けた工法 ・

※ 評定等により定められた項目 ・

※ 評定等をされた施工管理基準による ・

・ 杭頭の処理

処理方法(切断に伴う補強方法を含む) ※ 図示による ・

・ 機械式継手

・ 形状 ・ JIS A 5525による

6. 鋼杭地業

・ 場所打ち鋼管コンクリート杭工法

併用する工法

掘削工法

・ アースドリル工法

・ リバース工法

・ オールケーシング工法

・ 拡底杭工法

・

・ 使用しない

・ 行わない

安定液

孔内の水張り

・ 揺動式

※ 使用する

・ 回転式

・ 行う

・ SKK490 ・ 鋼管巻き材料

安定液

・ SKK400

・ 使用する ・ 使用しない

杭地業

7. 場所打ちコンクリート

[8.28.4](4.3.4，5)

[8.28.4](4.3.6)(7.2.5)

[8.28.4](4.3.8)

[8.28.4](4.4.3，5)

[8.28.4](4.3.5)

[8.28.4](4.4.3，5)(7.2.5)

[8.28.4](4.4.6)

[8.28.4](4.5.1，5)

[8.28.4](4.5.1，6)

８
の
８
 
耐
震
改
修
工
事
　
土
工
事
及
び
地
業
工
事(

続
き)

材料その他

※ D10 ～ D16

帯筋 ※ 図示による

鉄筋かごの補強 ※ 図示による

・

鉄
　
筋

※ SD295

※ SD345

[8.28.4](4.5.4)

※ (4.3.4)(6)(ｺ) による

※ (7.2.5)(1),(2) による

※ (7.2.5)(1),(2) による

[8.2.13][8.24.6]

※ JIS A 6909(建築用仕上塗材)による

※ D19 ～ D25 ・ D19 以上

・ SD390 ・ D29 以上

・ 

鉄筋の最小かぶり ※ 図示による ・ 100mm ・ 

組立てた鉄筋の節毎の継手 ※ 重ね接手（重ね接手の長さ：※ 図示による）

セメントの種類 ※ 高炉セメントB種 Ｇ

コンクリートの種別 ・ A種 ・ B種 ・ 評定等の内容による

ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度(Fc) ※ 図示による ・

スランプ ※ 18cm

構造体強度補正値（S） ※ 3N/㎜2 ・ 図示による ・ 評定等の内容による

・ 普通ポルトランドセメント

・ 21cm

・　

・ 

施工確認

・ 孔壁の保持状況

（孔壁測定） ・ 本杭　（　　　）箇所

測定方法

測定箇所

※ 超音波測定器

・ 試験杭（　　　）箇所

材料

砂利厚さ ※ 60mm

施工範囲

※ 再生クラッシャラン Ｇ

[8.28.4]

[8.28.4](4.5.5，6)

8. 砂利地業 砂利地業

・ 切込砂利 ・ 切込砕石

※ 図示による

・ 図示による

・ 基礎下，基礎梁下，土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下，土に接するスラブ下

・

捨コンクリートの厚さ ※ 50mm

設計基準強度

施工範囲

※ 18N/mm2

スランプ

[8.28.4]9. 捨コンクリート地業 捨コンクリート地業

※ 18cm ・ 15cm

※ 60mm

材料

施工範囲

・ 図示による

砂地業

・ シルト ・ 山砂 ・ 川砂 ・ 砕砂

砂の厚さ

※ 図示による ・ 

[8.28.4]

・ 図示による

・ 図示による ・ 基礎下，基礎梁下，土に接するスラブ下
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　　土に接し
　　ない部分

　　土に接す
　　　る部分

SD345 SD390 SD345 SD390SD295 SD295

45d

40d

35d

35d 35d

35d

50d

45d

40d

―

50d

45d

40d

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

―

35d

30d

l

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

スラブ小梁スラブ小梁

45d

40d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d 35d

40d

40d

30d

35d

35d

40d

30d

30d

35d

40d

10d －

30d

25d

20d

30d

25d

25d

20d

30d

25d30d

35d

35d

25d

30d

30d

35d

25d

25d

30d

35d

         

35d 20d

30d

▽

定着起点

▽

定着起点

l

直線定着の長さ フックあり定着の名gさ

SD345 SD390

―15d

15d

15d

15d 15d

20d

20d 20d

20d15d

15d

余長 余長

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

SD345 SD390

―

15d

15d

15d 15d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

SD295 SD295

 鉄筋１節半以上、かつ、150mm以上

１節半以上、かつ、150mm以上

 鉄筋

重ね継手 定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

中間部

（重ね継手）

50d

≧6d

5
0
d

≧6d

d d

末端部

以上の

添巻き

1.5巻

d

≧6d
d

≧6d

（柱頭又は柱脚部）

間隔

あき
Dは、鉄筋の最大外径

D D

表2.1　鉄筋の重ね継手の長さ

図2.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

表2.2　隣り合う継手の位置

表2.3　鉄筋の定着の長さ

図2.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

図2.3　折曲げ定着の方法

表2.4　鉄筋の投影定着の長さ

図2.4　溶接金網の継手及び定着

図2.5　スパイラル筋の継手及び定着

表3.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

図3.1　鉄筋相互のあき

小梁及びスラブの上端筋の
梁内折曲げ定着の投影定着長さ

（注）1. この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

また、塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所には適用しない。

のものを除く。

2. 「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）

3. スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

4. 杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

(ｱ) 粗骨材の最大寸法の1.25倍

(ｲ) 25㎜

(ｳ) 隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

ただし、柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

(4) 鉄筋相互のあきは図3.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、構造図による。

(6) 貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

(5) 鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(4)による。

5.1　基礎梁

　　　

(ｱ) 梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に定着する。

ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図5.1による。

(ｱ) 図示のない事項は、7.1による。

 (ｲ) 破線は、柱内定着の場合を示す。

 

　　柱，梁，耐力壁

　　擁壁，耐圧スラブ

　　柱，梁，スラブ，壁

　　基礎，擁壁，耐圧スラブ

　　煙突等高熱を受ける部分

設計基準強度

Fc（N/mm2）

コンクリートの

18

21

24、27

30、33、36

　　　　　　　 
3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

設計基準強度

18

21

24、27

30、33、36

Fc（N/mm2）

コンクリートの

フックあり
の場合

の場合
フックなし

－

－

機
械
式
接
手

溶
接
接
手

圧
接
接
手

重
ね
接
手

a a

a＝0.5 a≧0.5

aa

a＝0.5 a≧0.5

a≧400mma

 圧接継手・溶接接手

 カップラー

b

a a≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

設計基準強度

コンクリートの

Fc（N/mm2）

18

21

24，27

30，33，36

18

21

24，27

30，33，36

21

30，33，36

24，27

鉄筋の
種　類

SD295

SD345

SD390

5. フックあり直線定着の場合は、図2.2に示すようにフック部分　を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

6. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

l

(5) スパイラル筋の継手及び定着は、図2.5による（標準仕様書5.3.4、図5.3.5）

(1) 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表3.1による。（標準仕様書5.3.5、表5.3.6）

(3) 鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（標準仕様書5.3.5）

（標準仕様書5.3.5、図5.3.6）

3.1 最小かぶり厚さ（標準仕様書5.3.5）

(ｲ) 梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(1)(ｴ)による。

　　仕上げあり

　　仕上げなし

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり
屋内

屋外

構造部分の種別 最小かぶり厚さ

20

30

30

30

30

40

40

40

60

60

加工に用いるかぶり厚さ

　　耐力壁以外の壁

　　スラブ， 30

40

40

40

40

50

50

50

70

70

全長 全長

L L

(2) 柱、梁等の鉄筋の「加工に用いるかぶり厚さ」は、最小かぶり厚さに10㎜を加えた数値を標準とする。（標準仕様書5.3.5）

（注）1. L1 、L1h ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

L1h

L1h

L1h
L1h L1h

L1h

L1

L1

L1

L1 L1

L1

L1 L2
L3

L1h L2h
L3h

（注）1. L1 、L1h ：2.から4.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

2. L2 、L2h ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

4. L3h ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

3. L3  ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

L1 、L2 又は L3

Lb

La（ただし，柱せいの3/4倍以上）

La Lb

（注）1. La ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

2. Lb ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

(4) 溶接金網の継手及び定着は、図2.4による。なお、L1 は表2.1に、L2 及び L3 は表2.3による。（標準仕様書5.3.4、図5.3.4）

L3 L1

L2 L1

(ｳ) La の数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

L1h

L1h 、L2h 又は L3h

L1h（フックあり）L1（フックなし）

2. L1h は、図2.1に示すようにフック部分　を含まない。l

20d
150mm以上
10d かつ 

 場合25d)

(片持小梁の (片持スラブ
 の場合25d)

(1) 基礎梁主筋の基礎梁内への定着

(2) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の基礎梁主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

照　査

図　　名

工事名称

縮　　尺

・ 構 設・ ・ 

日　　　　付

意

製　図図　面　番　号

電

担　当部　長

１級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所A1: -

A3: -

S

配筋標準図（１）
鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造配筋標準図

鉄筋の種類

呼び名 D16以下

SD295、SD345

折曲げ内法直径（D）

D19～D38

SD390

D19～D38

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

3d以上 4d以上 5d以上

(ｱ) 柱の四隅にある主筋の重ね接手

(ｲ) 最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着

2. 90°未満の折曲げの内法直径は図示による。

（注）1. 片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余長は4d以上とする。

D

d

4d以上

D

d

6d以上

D

d

8d以上

dd

D D

4
d
以

上

4d
以
上

折曲げ図折曲げ角度

　180°

　135°

　90°

（幅止め筋）

135°及び 90°

(1) 次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。（標準仕様書5.3.2）

(2) 鉄筋の折曲げ内法直径及び寸法は、表1.1を標準とする。（標準仕様書5.3.2、表5.3.1）

(ｴ) 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

(ｶ) 帯筋、あばら筋及び幅止め筋

図1.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

壁
スラブ

梁梁柱

壁

壁

スラブ

壁 壁

1.1 鉄筋の加工（標準仕様書5.3.2）

記　　号

異形鉄筋 D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32 D35 D38

つば付き鋼管(黒管)硬質塩化ビニル管(薄肉管)

SP（白管）

鋼　管

GA

溶融亜鉛めっき鋼版

VU RS

175 200 225 250 275 300 325 350 375 4001501251007550

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

記号（建築用）

管　名

建　　築

径区分

表2　梁貫通孔記号

表3　スリーブ材質の凡例

表1　異形鉄筋の断面表示記号

(ｳ) 梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね接手（基礎梁を除く）

(ｵ) 杭基礎のベース筋（単杭の場合は構造図による）

　　　

１ 鉄筋の重ね継手

　　　耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず40d以上（軽量コンクリートの場合は50d以上）又は

　　　ただし、スラブ筋でD16以下の場合及び壁の場合は除く。

２ 鉄筋の定着

(2) 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の直線定着長さは、40d以上（軽量コンクリートの場合は50d以上）とする。

(ｲ) 余長は8d以上とする。

ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。

(1) 径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（標準仕様書5.3.4）

(2) 柱及び梁の主筋並びに耐力壁を除く鉄筋の重ね継手の長さは、表2.1による。（標準仕様書5.3.4、表5.3.2）

　　　表2.1の重ね継手の長さのうちいずれか大きい値とする。（標準仕様書5.3.4，図5.3.1）

(3) 隣り合う継手の位置は、表2.2による。（標準仕様書5.3.4、表5.3.3）

(1) 鉄筋の定着の長さは、表2.3及び図2.2による。（標準仕様書5.3.4、表5.3.4、図5.3.2）

2.1 継手及び定着（標準仕様書5.3.4）

(ｱ) 全長は表2.3に示す直線定着の長さ以上

(3) 梁主筋の柱内折り曲げ定着の方法又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図2.3により、

(ｳ) 仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さLa 及びLb は表2.4に示す長さとする。（標準仕様書5.3.4、表5.3.5）

　　　次の(ｱ)、(ｲ)及び(ｳ)をすべて満足するものとする。（標準仕様書5.3.4、図5.3.3）

　共通事項

１ 適用範囲

２ 用語の定義

(2) 配筋標準図以外については、設計図及び監督職員の指示による。

(1) 「標準仕様書」とは、公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部）をいう。

(3) 異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す。)は、呼び名に用いた数値とする。

(4) 長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

４ 記号等

３ 優先順位

(1) 建築構造図間で記載内容に相違がある場合は、構造図が構造関係共通図に優先する。

(2) 「構造図」とは、建築構造図のうち構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）以外の図面をいう。

(1) 図面で使用する記号等は表1～表3を標準とする。

おける鉄筋の加工・組立等の一般的な標準図とする。

(1) 本鉄筋コンクリート造配筋標準図（以下、「配筋標準図」という。）は、鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等に

図4.1　独立基礎の配筋

▽

A部詳細

A

基礎筋

基礎筋

基礎筋 はかま筋

はかま筋

はかま筋

15d

GL

3-D16
D

200＜D≦1,000

梁幅

図4.2　連続基礎の配筋

腹筋と兼ねてよい

はかま筋

連続基礎配力筋

基礎梁あばら筋

基礎梁主筋

連続基礎主筋

基礎梁あばら筋

と同径・同間隔

図4.3　基礎接合部の補強配筋

(3) 基礎接合部の補強配筋
3-D16

D

0＜D≦200

梁幅

L2

L2

L2h
※

L2

L2

L2hL2
※

(2) 連続基礎(1) 独立基礎

4.1　直接基礎

　　標準仕様書(5.3.4)(5)(ｲ)に

　　よることができる。

※　L2h を確保できない場合は、

ll

柱

梁 梁

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

≧100

l
l

余長

余長 余長

余長

l
ll l

：継手の好ましい位置

：ガス圧接を例で示す

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

：継手及び余長位置を示す

L2 o/2o/4

La

o/4

o

La

L2

L2

La

La

L2

L2

o

o/4 o/2 o/4

継手長さ 15d（余長）

継手長さ

(ｱ) 図示のない事項は、7.1による。

 (ｲ) 破線は、柱内定着の場合を示す。

(ｳ) La の数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。 

l
l ll

二段筋
余長

余長

余長

余長

l
l ll

：継手の好ましい位置

：ガス圧接を例で示す

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

：継手及び余長位置を示す

o

L2

La

La

L2

o/4 o/2 o/4 L2

La

La

L2

o

o/4 o/2 o/4

継手長さ15d（余長） 15d（余長）

20d（余長）

20d（余長）

継手長さ

　　ただし、耐圧スラブが付く場合は、(4)による。
(3) 独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の基礎梁主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。
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帯筋は，一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋

(ｱ) 柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠または1.5P2＠とする範囲は、その柱に取り付くすべての梁を

l

l

l

l l l

ll

l
l l

二段筋
余長

余長 余長

：継手及び余長位置を示す

l
l ll

：継手の好ましい位置

：ガス圧接を例で示す

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

      

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

6.2　帯筋

(1) 帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

(2) 帯筋組立の形は図6.3により、適用は構造図による。

(ｱ) H形を標準とする。

(ｲ) フック及び継手の位置は交互とする。

(ｳ) 溶接は､鉄筋の組立前に行う。

(ｴ) 溶接する場合の有効溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接（フレア溶接）の場合は5d以上、片面重ねアーク溶接（フレア溶接）の

(ｵ) SP形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻きを行う。

(ｶ) H形の135°曲げのフックが困難な場合は、W-Ⅰ形とする。

場合は10d以上とする。

③ SP形（スパイラル筋） ④ 丸形

P
＠

P
＠

P
＠

P
＠

≧6d

≧6d

（イ） （ロ）

d
≧6d

≧40d L

（イ） （ロ）

① H形

d

≧6d

≧8d

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

② W-Ⅰ形

L L L

（イ） （ロ） （ハ）

図6.3　帯筋組立の形

(3) 帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は構造図による。

考慮して適用する。

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

d

≧8d

≧6d

≧8d

≧6d

≧8d

図7.5　あばら筋組立の形

梁面より割り付ける。

帯筋

図6.4　帯筋の割付け

上下の柱断面寸法が異なる場合，

又は同径のものを２本重ねたものとする。

継手

：ガス圧接を例で示す

：重ね継手を例で示す

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長

図6.2　柱打増し部

GL

FL

打増し厚さ10mm

打増し厚さ10mm

(1) あばら筋、腹筋及び幅止め筋

7.2　あばら筋（小梁、片持梁、基礎梁含む）等

(ｲ) 腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

(ｳ) 幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

(ｱ) あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。

(ｱ) 図7.5（イ）を標準とする。

ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることができる。

(2) あばら筋組立の形及びフックの位置

(ｲ) フックの位置

（ハ）の場合、床版の付く側を90゜折曲げとする。

（イ）の場合、交互とする。

　　　（ロ）の場合、L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

P＠＝30

≦P＠

・
・ ＝30・

・

D

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

P＠ P＠ P＠

Ｄ

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

l l

l

P＠ P'＠ ≦P'＠P'＠

D

図7.8　あばら筋の割付け（その3）

(ｱ) 一般の梁は、図7.9による。

図7.2　段違い梁

梁 梁

柱 D≦100

１サイズ太い鉄筋又は同径のものを

吊上げ筋は、一般のあばら筋より

２本重ねたものとする。

7.1　大梁

(1) 大梁主筋の継手及び定着

(ｱ) 継手中心位置は、次による。

l

l

(ｲ) 継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

(ｳ) 梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合には、図7.1のように

反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

梁 梁

柱

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則として、曲げ上げる。

　　　　下端筋（一般）：原則として、曲げ上げる。　　　

　　　　上端筋：曲げ降ろす

(ｴ) 梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。なお、定着の方法は2.1 ２ (3)による。

(ｱ) 梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合には、フックを付ける。

(ｲ) 破線は、柱内定着の場合を示す。

：継手及び余長位置を示す

二段筋

lll

最上階

一般階

上端筋

l

下端筋

l

D

D

余長

余長

余長

余長

余長

余長

：継手の好ましい位置

：ガス圧接を例で示す

(ｱ) 梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合には、フックを付ける。

(ｲ) 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すことができる。

(ｳ) 破線は、柱内定着を示す。

一般階

15d(余長)

l

l

l l

最上階

：継手及び余長位置を示す

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

腹筋

2-D10 2-D10 2-D10

2-D10 2-D10
幅止め筋

2-D10

D

600≦D＜900 900≦D＜1,200 1,200≦D＜1,500

図7.9　腹筋および幅止め筋

余長

余長

余長

余長

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

(ｱ) あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

(ｲ) 図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

(3) あばら筋の割付け（間隔が一様でハンチのない場合）

(ｲ) 図中のP＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

(ｱ) あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

(4) あばら筋の割付け（間隔が一様でハンチのある場合）

(5) あばら筋の割付け（梁の端部で間隔の異なる場合）

(ｱ) あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

(ｲ) 図中のP＠、P'＠は、構造図のあばら筋の間隔を示す。

(6) 腹筋及び幅止め筋

定着
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一般の場合

コンクリート打継ぎ面

重ね継手とする場合

(ｵ) 段違い梁は、図7.2による。
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(ｲ) 図中のP1＠、P2＠は、特記された帯筋の間隔を示す。
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下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、 o/4を加えた範囲以内

Lo

(ｳ) La の数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。
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(ｴ) La の数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

L2

La

L
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L1

L1 L1
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o/4 o/2 o/4

o

L2

La

L2

La

L1

L1 L1
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o

o/4 o/4

D

D D

余長

上端筋：中央  o/2以内

20d（余長） 継手長さ

継手長さ

15d(余長)

継手長さ

15d(余長) 15d(余長)

継手長さ

15d(余長)

20d(余長)

二段筋

15d(余長)

≦P＠ ≦P＠
≦P＠

15d（余長）

(2) ハンチのない場合の大梁主筋の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

(3) ハンチのある場合の大梁主筋の定着及び余長は、図7.4による。
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１級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所A1: -

A3: -
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鉄筋コンクリート造
配筋標準図（２）

(1) 基礎梁のあばら筋の径および間隔は、構造図による。

(2) 基礎梁の腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。

(3) 基礎梁のあばら筋の割付けは、7.2(3)による。

(ｱ) 図示のない事項は、7.1による。

 (ｲ) 破線は、柱内定着の場合を示す。

 

5.2　基礎梁のあばら筋等

(ｱ) あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(2)による。

　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5によることができる。

6.1　柱

(1) 柱主筋の継手、定着及び余長は図6.1による。

(2) 柱打増し部

(ｱ) 打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合の壁、梁、スラブ筋等の定着長さは、打増し部分を含まない。

(ｲ) 土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

(ｱ) 柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、フックを付ける。

(ｲ) 継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

(ｳ) 隣り合う継手の位置は、表2.2［隣り合う継手の位置］による。

(ｵ) 柱頭柱主筋について、梁上端主筋との取合いを考慮し、適切なかぶり厚さを確保する。

(ｶ) 継手及び定着は、すべての階に適用できる。

(ｳ) La の数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

(ｴ) 柱頭定着長さL2 が確保できない場合は、構造図による。

(4) 連続基礎及びべた基礎の場合の基礎梁主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（(3)の耐圧スラブが付く場合を含む）
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図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長

：継手の好ましい位置

：ガス圧接を例で示す

：余長位置を示す

l

ll

l

l15d 2

L

余長

最上階一般階

：余長位置を示す
図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

小梁外端部 小梁連続端部

先端小梁

片持梁

片持梁筋

折下げ 折下げ

片持梁筋

片持梁

先端小梁 

(頭つなぎ梁)

水平断面 垂直断面

図7.13　片持梁主筋の定着

l

 /3215d(余長)

L

柱

梁

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置主筋位置 P＠

≦P＠ ≦P＠

≦P＠

≦P＠

P＠

図8.1　壁の配筋

(2) 壁の交差部及び端部の配筋

1-D13

1-D13

1-D13 1-D131-D13
2-D13

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13 4-D13

継手

1-D13 2-D13

端部（垂直及び水平断面） 外壁の端部（垂直及び水平断面）

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

(ｲ) 開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は，

補強を省略することができる。

開口

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

(3) 壁開口部の補強

180

先端補強筋

4-D13

2-D13

先端補強筋

2-D13

180

2-D13

先端補強筋

2-D13

(ｳ) コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、構造図による。

(ｱ) 壁交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

ただし、耐力壁の鉄筋の継手長さは、フックありなしに関わらず、40d以上（軽量コンクリートの場合は50d以上）又は

(ｲ) 幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

8.1　壁

(ｳ) 打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打増し部分を含まない。

(ｴ) 図中のP＠は、構造図の壁筋の間隔を示す。

表2.1の重ね接手の長さのうち、いずれか大きい値とする。

(4) パラペット

(ｱ) パラペットの配筋は図8.4による。

交差部（水平断面）

図8.4　パラペットの配筋

終端(外端) 連続端(内端)

連続端(内端)

終端(外端)

連続端(内端)

連続端(内端)

L2

Lb

o/4 o/2 o/4 o/4 o/2 o/4
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L1 L2
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L
2

L
2

L
2

L2 L2 L2 L2

L1
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1

L1

L1
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l

15d(余長) 15d(余長) 15d(余長) 15d(余長） L2 (定着)

20d(余長） 20d(余長) 20d(余長) 20d(余長)

(1) 壁筋の継手及び定着

(ｱ) 壁筋の重ね継手長さをL1 、定着長さをL2 とし、鉄筋の継手位置は柱・梁部以外とする。

(ｱ) 壁開口部補強筋の定着長さは、図8.3による。
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鉄筋コンクリート造
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7.3　小梁

(ｲ) 梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合，斜めにしても良い。

(1) 先端に小梁のない片持梁主筋の定着及び余長は、図7.12による。

(ｱ) 先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（２）先端に小梁がある片持梁主筋の定着及び余長は、図7.13による。

(ｲ) 先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

(ｳ) 先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

7.4　片持梁

(ｱ) 図7.11以外の事項は、5.1及び7.1に準ずる。

(ｲ) 図7.12以外の事項は、［7.1 大梁］による。

(ｱ) 図7.13以外の事項は、(1)による。

(ｱ) 図7.10以外の事項は、5.1及び7.1に準ずる。

(ｳ) L3h を確保できない場合は，2.1 ２ (3)によることができる。

(1) 連続小梁の小梁主筋の継手、定着及び余長は、図7.10による。

(2) 単独小梁の小梁主筋の継手、定着及び余長は、図7.11による。

20d(余長)20d(余長)

15d(余長)15d(余長)

L3h
L3h

L
2

o

o/6o/3o/6

Lb

L2

o/4o/2o/4

L3h

Lb

L2

終端(端部)終端(端部)

直交する梁へ斜めに定着する場合

≒45゜

立面

下端筋

平面

上端筋

：余長位置を示す

余長余長

l

ll2l

ll l

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長

(ｳ) 定着長さ及び受け筋は、図9.2による。ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

　　　

9.1　スラブ

短辺方向

柱柱

柱 柱

大梁

大
梁

小
梁

長
辺

方
向

長辺方向（配力筋）

短辺方向（主筋）

図9.1　スラブの配筋

(ｱ) 配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

受け筋 (D13)

受け筋 (D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

（イ）

(D13)

受け筋

（ロ）

(D13)

受け筋

（ハ）

受け筋

(D13)

一般スラブの場合

受け筋

(D16)

耐圧スラブの場合

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

9.2　片持スラブ

余長

余長
余長 余長

先端部補強筋

2-D13

配力筋

主筋

（段差なし）

D13(　≦1,000)
 受け筋

D16(　＞1,000)

l

l
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L

先端部補強筋

2-D13

（段差あり）

配力筋

主筋

D13(　≦1,000)
 受け筋

D16(　＞1,000)

l

l

l

Ｌ

先端部補強筋

2-D13

（段差なし）

主筋

配力筋

受け筋 D13

l ≦600

L

先端部補強筋

2-D13

（段差あり）

主筋

配力筋

 受け筋 D13

l ≦600

Ｌ

図9.4　片持スラブの配筋

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

2-D13
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先端壁の縦筋の径　
及び間隔に合わせる

1
0
0
以

下 先
端

壁
厚

以
上
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0
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下

図9.5　先端に壁が付く場合の配筋

8
d
以

上

10d以上

8
d
以

上

9.3　スラブ等の補強

(1) スラブ開口部の補強

     

(   )本

(   )本
2

2

5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）l

l

出隅部

出隅受け部

補強筋の定着

一般スラブ配力筋

出隅部分の補強筋

l l

l

l

l

l

l

l

ll

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋
       

出
隅

部
分

の
補

強
筋

図9.6　スラブ開口部の補強配筋

(ｱ) 屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.7により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。

図9.7　出隅及び入隅部の補強配筋

(ｱ) 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図9.8による。

(ｲ) 出隅部分及び出隅受け部（図9.8の斜線部分）の補強筋は構造図による。

図9.8　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

l

(ｲ) スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部を避けて配筋できる場合は、

補強を省略することができる。

(ｱ) スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.6により開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

(ｱ) 基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.9による。

中間部

D13

スラブ筋と同径，

同材質，同間隔

端部

D13a a

（注）ａ≦300の場合

図9.9　打継ぎ補強配筋

(4) 土間スラブの打継ぎ補強

中間部

D13

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

端部

D13

び間隔に合わせる

土間コンクリート補強筋

中間部

D13

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

端部

D13

び間隔に合わせる

土間コンクリート補強筋

aa

（注）ａ≦300の場合

H

350mm

D13

H

5H
D13

(1) 片持スラブの配筋

(ｲ) スラブに段差のない場合は，主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

(ｱ) 土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.10による。

(ｲ) 土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へできるものをいい、それ以外は土間スラブとして、

(6) 段差のあるスラブの補強

図9.10　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

H≦70の場合

図9.11　段差のあるスラブの補強配筋

70＜H≦150の場合

(ｲ) 鉄筋の重ね継手長さは、L1 とする。
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梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するするものとする。
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L1

10d以上

先
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壁
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以
上

1
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0
以

下
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(ｱ) 先端の折り曲げ長さ L は、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

(1) スラブの配筋

(2) 片持スラブの先端に壁が付く場合の配筋は、図9.5による。

(3) 片持スラブの出隅部

(2) 屋根スラブの出隅及び入隅部

(5) 土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

（配筋は柱又は梁に L1 定着する）
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表11.2　M形配筋

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

t

150

t

t

l

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

150

l

l

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

縦筋 溶接金網 配筋図

2-2-D13

M2

M3

M4

は、一般部分のあばら筋を示す

表11.3　MH形配筋

は、一般部分のあばら筋を示す

配筋種別 配筋図

なし

なし

2-2-D13

MH1

MH2

4-2-D13

MH6

MH7

MH3 2-2-D13

4-2-D13MH4

MH5 4-2-D16

2-2-D13 2-6φ-100@

11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

D13

D10
D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

D13

D10
D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

800

(1) 控壁の配筋

(2) 帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

コンクリートの厚さ

配筋種別

M1

4-2-D13

6-2-D13

なし

2-6φ-100@

斜め筋 縦筋 溶接金網

4-2-D19

2-6φ-100@

2-2-D13

4-2-D16

4-2-D13

11.1　梁貫通孔

使用する場合は、監督職員に計算書を提出し承諾を得た場合に限り使用できるものとする。

(ｷ) 孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、

(ｴ) 孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3（Dは梁せい）の範囲には設けてはならない。

(ｶ) 孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

補強を省略することができる。

(ｲ) 現場において、H形、M形、MH形の補強に代わり大臣認定品又は日本建築センターの性能評価を取得した既製梁貫通孔補強等を

(ｳ) 孔の径は、梁せいの1/3以下とし，孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

(ｵ) 孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

余長突出し

突出し

余長
かぶり

かぶり
余長

突出し

溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

貫通孔外径

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

余長突出し

突出し

余長
かぶり

かぶり
余長

突出し

溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

貫通孔外径

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

45゜ 45゜

D

図11.2　補強筋の定着長さ

図11.3 他の貫通孔を設けない範囲

表11.1　H形配筋

配筋種別 斜め筋 縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

2-2-D13

4-2-D13

は、一般部分のあばら筋を示す

H1

H2

H3

H4 4-2-D16

2-2-D132-2-D132-2-D13

2-2-D13

なし

なし なし

H5

H6

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

(ｹ) 溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(ｺ) 溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

(ｻ) 溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

上縦筋

(3) 梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は構造図による。

　　 

(ｷ) 補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

(ｶ) 縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(ｱ) 梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(1) 梁貫通孔

(2) 梁貫通孔の補強

(ｱ) 梁貫通孔の補強は、構造図による。構造図に記載がない場合は下記(2)～(3)による。

L
2

L
3 L
2

L
2

L2

Lb

L3

L2
L2

L3

Lb

L2

L2

L2

L2

Lb

L3

o

L2

L3

o

t

L1

L1

L1

L
2

L2

t

o

D

D/2

照　査

図　　名

工事名称

縮　　尺

・ 構 設・ ・ 

日　　　　付

意

製　図図　面　番　号

電

担　当部　長

１級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所A1: -

A3: -

S

鉄筋コンクリート造
配筋標準図（４）

(ｲ) 階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

(ｱ) 階段配筋、壁配筋は、構造図による。

(1) 片持スラブ形階段、二辺固定スラブ形階段の配筋

10.1　階段の配筋

(ｳ) スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表2.3のL3 とする。

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。
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は溶接と添板の内

側板に注意のこと

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

側板に注意のこと

大梁が斜めの場合

フランジが柱のRに接しないこと

エンドタフが互に

あたらぬこと

回し溶接する

25以上かつ

内ダイヤフラム

スカラップ部分は

内ダイヤフラム

内ダイヤフラムの場合は柱

ガス抜き

φ＝20

の角のRに接しないこと

回し溶接する

スカラップ部分は

内ダイヤフラム

開先面
裏はつり側にする

仮付溶接

エンドタブ

削り面

プレート

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

G＝0～2

1

ｔ＞柱フランジのブレート厚

４

θ＝75゜～105゜

2

2

※

※

7

4

※

4

断面図AA

7 ※

※

1 ※
※ ※

断面

平面詳細

7

1

4

A A

4

1

4

1

4

4

※

断面図AA

※

※

平面詳細

A

4

4

4

4

1

※

1 ※

※

4

A※

1

1

1

1

4

1

1

1

4

4

4

1
1

1

4

1

1

7

※

※
※

※

※

4

7

※

※

※ 1

4

1 ※

1 ※

1

1 ※

※

※

※

※ ※

※

※
※ ※

（通しダイヤフラムの場合）

※溶接記号を　　中に記入のこと

※スカーラップを用いる場合は、改良型とすること。

４

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする

仮付不良 良 仮付不良 良

仮付位置

下向　F 横向　H

アークエヤーガウジング機（直流）

炭酸ガスアーク半自動溶接機

溶接電流を測定する電流計

溶接棒乾操器

交流アーク溶接機　300A～500A

溶接機器

溶接方法

溶接姿勢

アーク手溶接（MC） ガスシールドアーク溶接（GC）

アークエアーガウジング（AAG）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接（NGC）

溶接技能者

平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること

サブマージアーク溶接機一式

上向　O

組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

半年以上溶接に従事している者とする

完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

立向　V

溶接施工

裏はつり

エンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブの長さは、MC：35㎜以上

NGC、GC:40㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

母材より10㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

Ⅱ）

Ⅲ）

Ⅳ）

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上、巾25mm以上を原則とする

裏当て金

Ⅰ） 完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける

エンドタブ

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に養生を行なう

スカラップ　半径は30～35㎜と10mmのダブルアールとする

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

高張力鋼のひずみ矯正は、冷間矯正とする

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して監督職員の承諾を得る

但し、溶接性能が確認できれば監督職員の承諾を得て変更することができる

基準図の溶接においてAAGと記載のある部分は全て、溶接管理者の確認を励行し、部材に確認マークを付ける

（ａ）

（ｂ）

（ａ）

（ｂ）

（ａ）

（ｂ）

（ａ）

（ｂ）

（ｃ）

（ｄ）

（ｅ）

（ｆ）

（ｇ）

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（ホ）

（ヘ）

（イ）

（ロ）

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ホ）

（ヘ）

高カボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて除去した後、

溶接技能者は施工する溶接に適応するJIS Z 3801（手溶接）又はJIS Z 3841（半自動溶接）の溶接技術検定試験に合格し引続き、

（　）４ フレアー溶接

●

●但し片面溶接の場合は

厚とすることが望ましい

余盛は

溶接姿勢

溶接姿勢

のど厚 余盛の高さ

溶接姿勢

溶接姿勢

θθ

溶接姿勢

Ｌ

●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

φ

Ｋ形の場合

8～10

6 7 10 12

11～13 14～16t

S

F．V

F．V

S=tとする

（1+0.1S）㎜以下とする

●軸力が加わる場合のSは母材と同

T形突合せ継手余盛

1

2

3

4

F．V

F．V

ｆ＝t／4

MC．NGC GC

6＜t＜12 45゜

35゜

35゜

G t1 G t1 L

6

9

9

6

9

9

F．V

45゜

45゜

35゜

5

5

8

6

6

9

6

9

9

5

5

8

9

13

16

19

22

25

B

8

7

S

4

4.5

5

6

7

8

11

10

12

9

溶接棒角度θは30°～40°とする

8

7

6

5

4

3

2

1

7以下

●両側に補強隅肉溶接を付加するAAG

●補強隅肉溶接を付加する

●両側に補強隅肉溶接を付加する

●AAG（　）内はGCでF．Hの場合

●両側に補強隅肉溶接を付加する

●両側に補強隅肉溶接を付加する
6＜t＜19

溶接姿勢

θ θG

6

9

9

6

9

9

8

8

545°

35°

35° 35°

45°

45°

6 6 5

6 9 8

9 9 8

GLt1 t1 L

MC．NGC GC

F．V

9～16は1バス以上、19以上は2バス以上とする

t/4 ≦ S ≦ 10

t t＞16

t 6＜t＜19

t/4 ≦ f ≦ 10

t

12≦t＜16

ｔ/4 ≦ f ≦ 10

t

t≦4

12＜t≦19

t≧19t

t

12≦t≦19

寸法

t＞19

t

t/4 ≦ f ≦ 10

0 < f ≦ 3

（平継手で板厚が異なる時）

t  /4 ≦ a ≦ 10

　4＜t≦12

19＜t

　6≦t＜12

16≦t

●tは

D1≧t/3

t 、t の小なる方とする

t≦t

t≦16

（但し、t≧15のとき4とする）

●柱が途中で折れる場合及梁せいが異なる場合

1 ※　t>16 mm場合の溶接は　2　又は　3　～　5　とする。

1 ※　t>16 mm場合の溶接は　2　又は　3　～　5　とする。

●

※※　印は設計者が記入すること。

1 ※　t>16 mm場合の溶接は　2　又は　3　～　5　とする。

●Ｂ.Ｈ方式

θ

1
0
0
以

上

25以上

2
5
以

上

型、 、

●BOX型

1
5
0
以

下

80以下

２．溶接基準図 （ ）注 f：余盛　G：ルート間隔　R：フェース　S：脚長

材料及び検査

溶接接合

ｔ

35㎜以上
かつ2t以上

スカラップ

r1

=10㎜r2

r1

θ

= 30～35㎜

工作一般

高力ボルト接合

鉄骨標準図

１．共通事項

（１）

（２）

（３）

（４）

部分溶込み溶接

　１（　）

（　）２

（　）３

（使用箇所に注意）

θ

（裏はつり後溶接） （裏はつり後溶接）

θ

φ

S S

D1 D1

S S
θ＝60゜ θ＝60゜

G＝0

（平継手　T形継手）

θ＝45゜

R≦2

R≦2

25㎜以上

L
t1

R≦2

θ＝60゜

θ＝45゜

R≦2

G＝0～2

5
1

a

G＝0～2

R≦2

G
L L

S

B

隅肉溶接

完全溶込み溶接

θ＝45°（55゜）

25以上

t1

f

f

t

f

t

G

f

f

t2／3t

1／3t

t

t

t

tt

f

f

t

θ

t

t

t

S

G

1

但し梁せいがD=150mm未満の場合スカラップはr=20mmとする

2

1

1

2

1

21

1

2

r=10

r=35

裏当て金

（ニ）ノンスカラップ工法

G：ルート間隔

θ：関先角度

（柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合）

通しダイヤフラムは、柱フランジ厚 16mm 未満の場合 SN490C SN49CB 

柱フランジ厚 16mm 以上の場合　SN490C　を使用する。

通しダイヤフラム厚は、接合する梁の最大厚み2サイズアップ以上または5㎜以上とする。

鋼材の種類 溶接材料

JIS　Z 　3211、3212、3214

JIS Z 3315

JIS Z 3315

JIS Z 3312400N級鋼

490N級鋼 JIS Z 3312

40以下 350以下

40以下 350以下

40以下 350以下

30以下 250以下

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

注）STKR、BCR、BCP材はJIS Z 3312,のみ使用可

●鋼材種別による溶接条件

バス間温度（℃）入熱（kJ/㎝）

JIS Z 3212、3214

「特記仕様書（構造関係）」「7鉄骨工事」「1鉄骨製工場」

定められた適用範囲と溶接条件制限事項による

１級建築士登録大臣第350116号 野田　康広

照　査

図　　名
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縮　　尺
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意

製　図図　面　番　号

電

担　当部　長
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株式会社 手島建築設計事務所A1: -

A3: -

S

鉄骨標準図
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コンクリート増打
300×310×H150

1-D13

各1-D10

あと施工アンカー

埋め込み長さ　L=5d

Y5

4
,
50
0

改修後

6
9
0

31
0

6
5
0

300

4
0
0

31
0

300

(金属系アンカー) 各1-D10

照　査

図　　名

工事名称

縮　　尺

・ 構 設・ ・ 

日　　　　付

意

製　図図　面　番　号

電

担　当部　長

令和８年 　月   日

１級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所

改修後

1/30

コンクリート

無収縮モルタル

鉄　筋

1. 使用材料

工事一般仕様

    （普通コンクリート）

Fm=30N/mm2

Fc=24N/mm2

JIS G 3112  SD295　　　D16以下

材料加工に際しては、現場寸法実測の上監督員の承諾を得て行うこと。2. 注意事項

事前調査にて柱・梁等躯体寸法を測定すること。

新設部と既存コンクリートの接触面は、目荒し、水湿しを行うこと。

あと施工アンカーの施工にあたっては、鉄筋探査機により既設鉄筋位置を

確認すること。

あと施工アンカー 接着系（カプセル型・回転打撃式）

金属系（本体打込み型）

改修前

Y4

Z3

1
5
0

1-D13

300

2-D101-D10

あと施工アンカー

埋め込み長さ　L=5d
(金属系アンカー) 各2-D10

GX9

GX1

X5

4,100

X6

X7
4,1004,100

既存躯体面目荒し

Y5

650 310 690

Y4

Z3

1
5
0

既存躯体面目荒し

あと施工アンカー

埋め込み長さ　L=5d
(金属系アンカー) 各1-D10

D13

915 915 915 915 915 915 915 915

Y5

4
,
50

0

改修前

ハツリ範囲

300 300

ハツリ範囲

1
5
0

6
5
0

1
,
0
0
0

4
0
0

4
0
0

X5

4,100

X6

X7
4,100

X4
4,100

Y4

1/30ホール床補助段斫り・増し打ち詳細図

4,500

改修詳細図（１） A1:1/30
A3:1/60

(直径50～60程度)

鉄筋

躯体切断面

無収縮モルタル詰め

30以上

小口面錆止め塗装

撤去部補修要領図
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BPL-12x400x200
A.BOLT 2-M16
L=400,DN締め
フック付き

無収縮モルタル t=50

3
0
0Z0

Z1

長期地耐力70kN/㎡確保すること

A

A'

屋外階段補強要領図　S=1/30

浅層改良（Z0-2,000まで）
長期地耐力70kN/㎡確保すること

BPL-12x400x200
A.BOLT 2-M16
L=400,DN締め
フック付き

無収縮モルタル t=50

BPL-12x400x200
A.BOLT 2-M16
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フック付き

無収縮モルタル t=50

A-A'矢視図

4
9

2
,
4
0
3
.
8

（
1
7
1
.
7
×
1
4
）

BPL-12x400x200
あと施工アンカー
(金属系アンカー)
2-M16

無収縮モルタル t=50

埋込長さ L=5d

GPL-9

2PL-9
HTB 4-M20

BPL-12x400x200
あと施工アンカー
(金属系アンカー)
2-M16
埋込長さ L=5d

無収縮モルタル t=50
BPL-12x400x200
あと施工アンカー
(金属系アンカー)
2-M16
埋込長さ L=5d

無収縮モルタル t=50

2PL-9
HTB 4-M20

GPL-9

2PL-9
HTB 4-M20

GPL-9

浅層改良（Z0-2,000まで）

鉄筋

あと施工アンカー

鋼　材

使用材料

高力ボルト F8T

金属系（改良型本体打ち込み式）

JIS G 3112  SD295

コンクリート

無収縮モルタル Fm=30N/mm2

普通コンクリート

Fc=18N/mm2　（新設土間部分）

Fc=21N/mm2　（新設基礎・柱型）

SS400、STKR400　※溶融亜鉛めっき処理とする
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屋外階段補強詳細図 1/30

改修詳細図（３） 1/30
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床改修詳細図
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既存土間コンクリート撤去・新設範囲
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1階土間コンクリート改修範囲伏図　S=1/100

D10@250(シングル)
既存土間配筋

350 11,850 100
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既存土間コンクリート・砕石撤去

5
00

3
0
0

10
0

Z1

Z0

A-A'矢視図　S=1/30
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既存土砂撤去
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基礎梁天端

既存土間配筋
ハツリ面から400mm残して切断

B

既存土間配筋とL2定着D10@250(シングル)

FGX1 FGX1 FGX1 FGX1

4,100 4,100 4,100

X8 X11X10X9

D13

350 11,850 100

D10@250(シングル)

FGY1

Y3
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砕石 t=150
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0
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Z0

Z1

基礎梁天端

D13

砕石 t=150

十分転圧を行うこと。
土砂復旧

土砂復旧
十分転圧を行うこと。

C
'

C

D
D
'

D-D'矢視図　S=1/30

改修前

改修後

A-A'矢視図　S=1/30

改修詳細図（２） A1:1/100,1/30

A3:1/200,1/60
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